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広  報 広  報 
☎ 0186（77）2221  ＦＡＸ0186（77）2227  〒018－4494

平成22年 

月号 No.618

主

な

内

容

　７月４日（日）村民グラウンドで村体育協会５０

周年記念行事として、５００歳野球大会が行われ、

県内から４チームが参加し熱戦を繰り広げました。

　猛暑の中、選手たちはハツラツとしたプレーで白

球を追いながら、大好きな野球を楽しんでいました。

納期限のお知らせ納期限のお知らせ 固定資産税  第2期・国民健康保険料　　　  第1期
介護保険料  第1期・後期高齢者医療保険料  第1期 8月2日（月）

「アウト！？  セーフ！？」



デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー

デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

事
前
予
約
制

　上
小
阿
仁
村
に
来
ら
れ
る
方
・
出
か

け
る
方
の
た
め
に
、
デ
マ
ン
ド
型
乗
合

タ
ク
シ
ー
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　ご
利
用
さ
れ
る
方
は
前
日
の
午
後
５

時
ま
で
に
各
タ
ク
シ
ー
会
社
に
電
話
で

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　全
集
落
の
自
宅
前
か
ら
大
館
能
代
空

港
、
阿
仁
前
田
駅
、
阿
仁
合
駅
の
直
行

便
で
す
。

【
利 

用 

者
】

　だ
れ
で
も
自
由
に
利
用
で
き
ま
す
。

（
県
外
の
方
で
も
利
用
で
き
ま
す
。）

【
料

　
　金
】

〈
片
道
〉
お
と
な

　１
，０
０
０
円

　
　
　
こ
ど
も

　
　
５
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　（
６
才
未
満
無
料
）

【
利
用
条
件
】

　利
用
前
日
の
午
後
５
時
ま
で
に
申
し

込
む
こ
と
。

※

乗
車
人
員
に
制
限
が
あ
り
ま
す
の

で
、
定
員
オ
ー
バ
ー
の
と
き
は
利
用

で
き
ま
せ
ん

●
大
館
能
代
空
港
を
利
用
さ
れ
る
場
合

　（
東
京
２
便
・
大
阪
１
便
が
対
象
で
す
。）

　合
川
タ
ク
シ
ー
合
資
会
社

　
　☎
　０
１
８
６（
78
）２
５
５
２

●
秋
田
内
陸
縦
貫
鉄
道
を
利
用
さ
れ
る
場
合

　（
利
用
で
き
る
便
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。）

　米
内
沢
タ
ク
シ
ー
合
資
会
社

　
　☎
　０
１
８
６（
72
）３
２
１
２
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６
月
27
日（
日
）、
村
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

お
い
て
、
小
型
ポ
ン
プ
操
法
訓
練
大
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
各
分
団
よ
り
選
り
す
ぐ
り
の
消
防
団

員
60
名
が
参
加
し
、
指
揮
者
の
号
令
の
も

と
機
敏
な
動
作
で
、
正
確
に
ホ
ー
ス
を
つ

な
ぎ
放
水
し
、
速
さ
と
正
確
さ
を
競
い
ま

し
た
。

　
上
位
３
位
ま
で
は
次
の
と
お
り

　
第
１
位
　
第
１
分
団
　
沖
田
面
班

　
第
２
位
　
第
３
分
団
　
上
仏
社
班

　
第
３
位
　
第
３
分
団
　
長
信
田
班

　
６
月
20
日（
日
）、
沖
田
面
地
区
で
友
倉
神

社
祭
典
の
お
神
輿
巡
行
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
年
男
の
山
田
清
美
さ
ん
が
扮
す
る
天
狗

を
先
頭
に
、
若
衆
神
輿
と
子
ど
も
神
輿
が

威
勢
よ
く
地
区
内
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。

　
Ｎ
Ｅ
Ｔ
の
マ
ッ
ト
さ
ん
や
、
協
力
隊
の

桝
本
さ
ん
ら
も
お
神
輿
を
担
ぎ
、
地
区
伝

統
に
触
れ
、
交
流
を
図
っ
て
い
ま
し
た
。

　
５
月
29
・
30
日
に
開
催
さ
れ
た
山
野
草

展
示
会
を
主
催
し
た
五
反
沢
山
野
草
愛

好
会
（
代
表
山
形
正
雄
さ
ん
）
か
ら
村
に

福
祉
へ
役
立
て
て
く
だ
さ
い
と
、
寄
附
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
山
野
草
展
示
会
は
、
毎
年
春
に
開
催

さ
れ
、
県
内
外
か
ら
約
３
０
０
０
人
が
訪

れ
る
名
物
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ご
寄
附
あ
り
が
と
う

　
　
　
　
　
　
　ご
ざ
い
ま
す

ご
寄
附
あ
り
が
と
う

　
　
　
　
　
　
　ご
ざ
い
ま
す

ご
寄
附
あ
り
が
と
う

　
　
　
　
　
　
　ご
ざ
い
ま
す

五
反
沢
山
野
草
愛
好
会

小
型
ポ
ン
プ
操
法

　
　
　
　訓
練
大
会

小
型
ポ
ン
プ
操
法

　
　
　
　訓
練
大
会

小
型
ポ
ン
プ
操
法

　
　
　
　訓
練
大
会

消
防
技
術
力
を
図
る

豊
年
祈
願 

家
内
安
全

豊
年
祈
願 

家
内
安
全

ワ
ッ
シ
ョ
イ

ワ
ッ
シ
ョ
イ

願
い
を
こ
め
ての

願
い
を
こ
め
て

豊
年
祈
願 

家
内
安
全

豊
年
祈
願 

家
内
安
全
の
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　平成22年10月１日に、

「平成22年国勢調査」を
実施します

　国勢調査は、我が国に

住んでいるすべての人を

対象とする国の最も基本

的な統計調査です。

　調査の結果は、選挙区

の画定や議員定数の基

準、福祉政策や防災対策

など国や地方公共団体の

行政施策での利用を始

め、個人の生活設計や企

業の事業計画など様々な

場面において利用されて

います。

国勢調査を
実施します

10月１日10月１日光ブロードバンド光ブロードバンド光ブロードバンド光ブロードバンド の仮申込を受け付けます

ヤ
ン
グ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・

ヤ
ン
グ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・

若
者
会
議

若
者
会
議

若
者
会
議

　
６
月
14

日（
月
）、
村

の
子
宝
祝
金

が
増
額
さ
れ

て
か
ら
、
初

の
該

当

者

と
な
っ
た
武

石
倖ゆ
き
ほ歩
ち
ゃ

ん
の
父
母
で

あ
る
武
石
光
芸
さ
ん
・
麻
利
子
さ
ん
夫
妻

（
羽
立
）へ
、
小
林
村
長
か
ら
第
２
子
子
宝

祝
金
50
万
円
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
６
月
18
日（
金
）に
は
、
第
３
子
子

宝
祝
金
と
し
て
、
萩
野
蒼そ
う
た汰
ち
ゃ
ん
の
父

母
で
あ
る
萩
野
正
大
さ
ん
・
江
利
子
さ
ん

夫
妻（
堂
川
）へ
１
０
０
万
円
が
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。

　
村
の
子
宝
祝
金
は
、
第
１
子
５
万
円
、

第
２
子
50
万
円
、
第
３
子
１
０
０
万
円
、

第
４
子
以
降
は
２
０
０
万
円
が
贈
呈
さ
れ

ま
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
村
の
人
口
の
自
然
増

を
願
い
出
産
を
奨
励
し
、
児
童
の
健
全

育
成
を
図
り
、
活
力
に
満
ち
た
村
づ
く

り
を
創
造
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

※
転
勤
に
よ
る
異
動
者
や
、
里
帰
り
出

産
等
に
は
贈
呈
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
地
域
の
若
者
が
集
ま
り
、
地
域
の
現

状
に
つ
い
て
意
見
を
出
し
、
目
指
す
地
域

に
つ
い
て
話
し
合
い（
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
）、

テ
ー
マ
に
沿
っ
て
実
践
活
動
を
行
う
こ
と

を
目
的
と
す
る
ヤ
ン
グ
ミ
ッ
シ
ョ
ン（
若

者
会
議
）が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
１
回（
６
月
19
日
）は
９
名
が
参
加
し
、

「
上
小
阿
仁
村
っ
て
ど
ん
な
村
」
の
テ
ー

マ
で
、
お
ス
ス
メ
の
食
べ
物
、
お
ス
ス
メ

ス
ポ
ッ
ト
、
自
分
が
村
長
だ
っ
た
ら
何
を

し
た
い
な
ど
、
参
加
者
が
意
見
を
出
し
合

い
、
村
の
現
状
に
つ
い
て
再
確
認
を
図
り

ま
し
た
。

　
第
２
回（
７
月
１
日
）は
、
12
名
が
参
加

し
、
１
回
目
で
話
し
合
っ
た
中
か
ら
、「
ア

イ
デ
ィ
ア
を
出
し
合
お
う
！
」
を
テ
ー
マ

に
、
自
然
・
食
・
施
設
・
人
な
ど
に
ス
ポ
ッ

ト
を
当
て
な
が
ら
、
実
践
活
動
が
可
能
な

事
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
ヤ
ン
グ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
若
者
会
議

は
、
計
５
回
開
催
さ
れ
る
予
定
で
、
４
回

目
に
は
、
実
践
活
動
と
し
て
、
イ
ベ
ン
ト

を
開
く
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
で
は
、
本
年
12

月
か
ら
村
内
全
域
で
光
ネ
ク
ス
ト

の
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
す
る
予
定
と

な
っ
て
お
り
、
事
前
に
光
ブ
ロ
ー

ド
バ
ン
ド
の
仮
申
込
を
受
け
付
け

ま
す
。

　
こ
れ
は
、
各
家
庭
へ
の
引
込
工

事
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
た
め
の
も

の
で
、
サ
ー
ビ
ス
の
自
動
契
約
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
仮
申
込
を
さ
れ

た
方
に
は
、
再
度
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本

か
ら
確
認
等
の
連
絡
が
あ
り
ま
す
。

　
今
月
号
折
込
の
チ
ラ
シ
に
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
、
各
地
区
の

説
明
会
時
ま
た
は
、
役
場
総
務
課
、

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
内
設
置
の
箱

に
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　
総
務
課
　
企
画
班

　
　
　
　
　
☎
（
77
）
２
２
２
１

光ブロードバンド（仮）申込書受付中！！ 
 

 村が整備を進めている光ファイバ網による光ブロードバンドサービス（インターネット等）について、ＮＴＴ

東日本が借り受け、本年１２月から村内全域に光ネクストのサービスを提供する予定となっています。 

この度、ご案内した仮申込書は、各家庭までの引き込み工事等をスムーズに進めるため行うもので、サ

ービス提供後の基礎資料として使用するものです。 

加入を希望する方は、下記の必要事項をご記入の上、各地で開催される「光ファイバ工事説明会」会

場にご持参いただくか、役場総務課前と生涯学習センターの仮申込書箱に投函くださるようお願いいた

します。 
＊ご不明な点などありましたら、役場総務課へご連絡願います。 
                           上小阿仁村役場 総務課企画班 （ＴＥＬ ７７－２２２１） 

 

今回の（仮）申込書の提出により自動的にサービス開始の契約となることはありません。 
申込書を提出された方には、光サービスが決定した段階でＮＴＴ東日本から電話等により、 
最終の利用意思確認がありますので、意思表示された方がサービス申込となります。 

（１２月以降は、個人で代理店やフリーダイヤル等による直接申込となります。） 
 

光ネクストが提供された場合のご利用希望（１２月１日にサービス開始予定。）に印をつけて下さい。 
  （引き込み工事が多数の場合は、利用開始が遅くなる場合があります。） 
  □ すぐに利用したい 
  □ １月中には利用したい 
  □ ３月中までには利用したい 

記入日（平成  年  月  日） 

事業所名（事業者のみ） 
 

お名前 
（代表者名・個人名） 

フリガナ 

住所および 
電話番号 

〒     －     
上小阿仁村 
 
電話番号（     －     －     ） 
※携帯電話でも可 

※ 「NTT 東日本」とは、東日本電信電話株式会社をいいます。 
※ 申込書の事業所情報および個人情報は、光ブロードバンドの利用申込に関する NTT 東日本への情

報開示にのみ使用し、その他への使用は一切いたしません。 
※ 裏面に基本的な料金等を掲載しておりますのでご覧下さい。 

▲仮申込書

ど
も
は

　
村
の

宝宝宝

子子子

宝

子
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第22回

おらがふるさとフェスティバルおらがふるさとフェスティバルおらがふるさとフェスティバルおらがふるさとフェスティバル

●午後２時 ちびっ子魚つかみ大会
●午後５時30分 郷土芸能　小沢田駒踊り
 　　　　　大林獅子踊り
●午後６時 開会セレモニー　祝鏡開き・祝菓子まき
●午後６時20分 踊　　り　かみこあに音頭
 太鼓演奏   鼓 　響
●午後７時 万灯火
●午後７時20分 歌謡ショー　・小野　花子
 　　　　　　・藤原　美幸
 　　　　　　・喜川ちあき
 　　　　　　・北原　　良

期　　日 ８月14日（土）８月14日（土）
ふるさと公園ふるさと公園（生涯学習センター隣）
※雨天時はトレーニングセンター

○送迎バスを運行します。みなさんお誘い合っておいでください。

○問い合わせ先　総務課　総務班　　☎ （77）2221

終了は、午後９時の予定です。

会　　場

主な内容

藤 原 美 幸 喜川ちあき
小 野 花 子
（民謡日本一） 北  原 　良

1　号　車

診療所バス

２　号　車

教育委員会バス

３　号　車

温 泉 バ ス

16:00 16:30 16:40 16:43 16:47
八木沢（公民館）→中茂（公民館）→南沢（公民館入口）･（鯉茶屋）→小田瀬（福祉館）→

16:50 16:55 16:57 17:10
大林（入口三差路）→沖田面（旅館前）→沖田面（郵便局前）→学習センター

16:30 16:35 16:40
上仏社（担い手センター）→下仏社（鳥居前）→羽立（武石商店前）→

16:45 16:50 16:55 17:00 17:05
長信田（交流センター）→大阿瀬（バス停）→堂川（バス停）→杉花（バス停）→学習センター

16:40 16:45 16:50 16:55
上五反沢（公民館）→中五反沢（三差路）→下五反沢（三差路）→大海（バス停）→

16:57 17:00 17:10
水無（バス停）→沖田面（旧マルケー前）→学習センター

※全日程終了後、逆コースで送ります。

※今後の参考としたいため「ふるさとフェスティバル」に関するご意見を下記までお寄せください。

８月14日（土）
ふるさと公園



野外生産試作センター

野外センターだ
より

野外センターだ
より

☎ 7 7 - 3 5 9 6

5

村道福館五反沢線の舗装損傷について
　昨年度実施した国道２８５号福館三差路から中山橋の区間の舗装工事について、路面の損傷等

が生じました。

　この件について、６月定例議会において、村民に対しての説明が必要ではないかとの意見が出

されましたので、経過の説明と今後の対応についてご説明いたします。

　工事は、現道の舗装をはぎ取りし新たに舗装をする工事で、測量委託及び工事発注を実施して

昨年の１１月に完成しました。

　工事の方法は、推定交通量、特に大型車の混入率が少ないものとして舗装の厚さを原状並みと

して施工いたしました。工事中に路盤の軟弱部があると施工業者から申し出がありましたが、前

回の通常の村道舗装からの経験上の年数や推定交通量に合致していた路盤構成及び予算の関係で

当初通り施工するよう指示を出しました。

　しかし、完成後、下五反沢地区で発生した地すべり対策工事の大量の抑え盛

土土砂運搬のため、大型ダンプトラックが想定していた交通量をはるかに超え

る台数で往来しました。これほどの台数の通行に耐えるには路盤を増厚するな

どの根本的な改築が必要となり、全く想定外の事態が発生しました。

　道路の損傷については、交通安全上支障があると判断し、今年度に部分的な

補修を行いました。

　今後の対応は、舗装の損傷が大きい部分の路盤支持力の調査を実施し、その

結果により今後の補修等の対応を検討することとしております。

“
コ
ー
ル
ラ
ビ
”

　
　

を
紹
介
し
ま
す

　
上
小
阿
仁
村
の
農
産
物
研
究
拠
点

で
あ
る
野
外
生
産
試
作
セ
ン
タ
ー
で
、

現
在
試
作
し
て
い
る
野
菜
、
花
き
な
ど

を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

　
野
外
生
産
試
作
セ
ン
タ
ー
で
は
、
村

特
産
品
の
開
発
や
品
種
改
良
な
ど
を

行
っ
て
お
り
、
作
付
け
販
売
し
た
り
、

自
分
で
楽
し
め
る
よ
う
な
農
産
物
を

村
民
の
皆
さ
ん
に
広
く
紹
介
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
比
較
的
栽
培
が
容
易
で
、

市
場
で
も
安
定
し
た
取
引
が
行
わ
れ
て

い
る
“
コ
ー
ル
ラ
ビ
”
と
言
う
野
菜
を

紹
介
し
ま
す
。

　
コ
ー
ル
ラ
ビ
は
ド
イ
ツ
語
で
キ
ャ
ベ

ツ
カ
ブ
と
い
う
意
味
。
ア
ブ
ラ
ナ
科
の

越
年
草
で
、
球
状
に
肥
大
し
た
茎
部
を

食
用
と
し
ま
す
。

　
和
名
は
蕪
甘
藍
（
カ
ブ
カ
ン
ラ
ン
）。

　
風
味
や
食
感
は
、
カ
ブ
や
キ
ャ
ベ
ツ

の
芯
に
似
て
お
り
、
甘
み
が
あ
り
ま
す
。

　
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
、
Ｂ
は
キ
ャ
ベ
ツ
よ
り

豊
富
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
生
の
ま
ま

サ
ラ
ダ
や
ス
ー
プ
な
ど
の
煮
込
み
料

理
、
漬
物
な
ど
用
途
は
豊
富
で
す
。

　
播
種
後
、
約
２
ヵ
月
で
収
穫
（
直
径

約
10
㎝
）
で
き
る
た
め
、
９
月
上
旬
迄

は
定
植
可
能
で
す
。

　
苗
の
注
文
は
、
定
植
予
定
の
約
１
ヵ

月
前
迄
に
お
願
い
し
ま
す
。

次
回
は
ミ
ニ
キ
ュ
ウ
リ
の
予
定
で
す
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　
野
外
生
産
試
作
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　 

担
当
　
大
沢  

直
仁

　
　
　
　
　
　 

☎
（
77
）
３
５
９
６
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紹介した本の他にもございます。どうぞ、ご来館ください。

７月１９日（月）海の日
祝日のため休館します。

保育園での
読みきかせの
様子
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村
内
自
主
活
動
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
、

歌
・
踊
り
・
器
楽
演
奏
な
ど
様
々
な
ジ
ャ

ン
ル
の
演
目
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　
多
数
の
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

会
場
　
上
小
阿
仁
村
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
１
階
　
多
目
的
ホ
ー
ル

　
　
　
※
入
場
無
料
、
自
由
席
で
す

○
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

　
上
小
阿
仁
村
公
民
館

　
　
　
　
　
　
☎
（
60
）
９
０
０
０

　
パ
ソ
コ
ン
講
座
の
受
講
者
を
募
集
し

ま
す
。
以
前
、初
級
講
座
を
受
け
た
方
や
、

あ
る
程
度
の
パ
ソ
コ
ン
操
作
が
で
き
る

方
が
受
講
対
象
で
す
。

　
全
２
回
の
講
座
か
ら
、
全
部
受
講
・

一
部
受
講
の
い
ず
れ
か
を
選
べ
ま
す
。

●
第
１
回
　
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
編

　
８
月
18
日
（
水
）
～
20
日
（
金
）

●
第
２
回
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成

　（
初
級
講
座
と
同
じ
内
容
）

　
８
月
25
日
（
水
）
～
27
日
（
金
）

【
時
　
　
間
】
午
後
３
時
～
５
時

【
会
　
　
場
】
地
域
セ
ン
タ
ー

【
受

講

料
】
無
　
料

【
募
集
人
数
】
各
回
７
名

【
募
集
期
限
】
７
月
30
日
（
金
）

【
対
　
　
象
】
村
内
在
住
の
方

○
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

　
上
小
阿
仁
村
公
民
館

　
　
　
　
　
　
☎
（
60
）
９
０
０
０

●
ナ
イ
タ
ー
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

【
日
　
時
】
７
月
27
日
（
火
）
～
29
日
（
木
）

　

　
　
　
午
後
６
時
30
分
～

【
場
　
所
】
村
民
グ
ラ
ウ
ン
ド

【
参
加
料
】
１
チ
ー
ム
　
６
，
０
０
０
円

【
ル
ー
ル
】
１
チ
ー
ム
　
15
名
以
内

女
子
２
名
以
上
を
選
手
と
し

て
全
イ
ニ
ン
グ
出
場
す
る
こ

と

●
お
盆
野
球
大
会

【
日
　
時
】
８
月
15
日
（
日
）

　

　
　
　
午
前
９
時
～

【
場
　
所
】
村
民
グ
ラ
ウ
ン
ド

【
参
加
料
】
１
チ
ー
ム
　
２
，
０
０
０
円

【
ル
ー
ル
】
１
チ
ー
ム
　
20
名
以
内

（
監
督
・
コ
ー
チ
含
む
）

中
学
校
３
年
生
～
高
校
生
ま

で
の
出
場
は
３
名
ま
で

○
問
い
合
わ
せ

　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
（
77
）
２
２
２
１

７
月
25
日
（
日
）
午
後
１
時

第
12
回 

芸
能
ま
つ
り 

開
演

　
６
月
13
日
（
日
）
に
村
民
登
山
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
村
内
外
か
ら
42
名
が
参
加
し
、
無
事

に
登
頂
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
関
係
者
の
方
々
に
は
、
紙
面
を
借
り

て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
２
階
回
廊
に
、

29
道
府
県
各
地
で
撮
影
さ
れ
た
、
四
季

折
々
の
風
景
写
真
を
展
示
し
ま
す
。

　
ご
来
館
の
際
に
は
、
ぜ
ひ
ご
鑑
賞
く

だ
さ
い
。

【
作
品
】
風
景
写
真
　
35
点

【
期
間
】
７
月
中
旬
～
８
月
末
日
ま
で

○
写
真
提
供

　
上
小
阿
仁
村
郷
土
資
料
部
会

第 41回
  村 民 登 山

風
景
写
真
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

展
示
コ
ー
ナ
ー
の
お
知
ら
せ

ナ
イ
タ
ー
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

お
盆
野
球
大
会

  　
　
出
場
者
募
集
!!

平
成
22
年
度　
第
１
期

パ
ソ
コ
ン
講
座

開
催 

〜
中
級
〜
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卓
球
の
つ
ど
い
─
─
─
─
─
─
─
─
─

　
毎
週
火
・
木
曜
日

　
　
　
　
　
　
　
午
前
９
時
30
分
～

　
毎
週
木
曜
日
　
午
後
７
時
30
分
～

　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
つ
ど
い
─
─
─
─
─

　
毎
週
金
曜
日
　
午
後
７
時
30
分
～

　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

ユ
ニ
カ
ー
ル
の
つ
ど
い
─
─
─
─
─
─

　
毎
週
木
曜
日
　
午
後
１
時
～

　
地
域
セ
ン
タ
ー
（
旧
小
沢
田
小
）

太
鼓
の
つ
ど
い
─
─
─
─
─
─
─
─
─

　
７
月
14
日
・
21
日

　
　
　
　
　
　
　
午
後
７
時
30
分
～

　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
こ
れ
ら
に
は
公
民
館
社
会
体
育
委

託
活
動
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
参
加
希
望
者
は
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　
か
み
こ
あ
に
総
合
型
ク
ラ
ブ
事
務
局

☎
（
77
） 

２
２
２
１
　
内
線
57

　
今
年
の
ス
ポ
少
交
流
大
会
は
、
村
の
体

育
協
会
創
立
50
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と

し
、
５
０
０
歳
野
球
大
会
と
あ
わ
せ
て
次

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

　●
ス
ポ
少
・
５
０
０
歳
野
球
交
流
大
会

【
日
　
　
時
】
７
月
31
日
（
土
）

　
午
前
９
時
　
合
同
開
会
式

　
午
前
10
時
10
分
　
ス
ポ
少
野
球
大
会

（
か
み
こ
あ
に
ス
ポ
少
vs
五
城
目
ス
ポ
少
）

　
午
後
１
時
40
分
　
５
０
０
歳
野
球
大
会

（
こ
あ
に
野
球
ク
ラ
ブ
vs
五
城
目
Ｏ
Ｂ
）

【
会
　
　
場
】
村
民
グ
ラ
ウ
ン
ド

●
ス
ポ
少
ミ
ニ
バ
ス
交
流
大
会

【
日
　
　
時
】
８
月
８
日
（
日
）

　
午
前
８
時
30
分
　
開
会
式

【
会
　
　
場
】
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

【
参
加
予
定
】
か
み
こ
あ
に
ス
ポ
少

　

　
　
　
　
ほ
か
　
５
チ
ー
ム

　
皆
さ
ん
の
ご
声
援
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　
上
小
阿
仁
村
体
育
協
会
事
務
局

☎
（
77
） 

２
２
２
１
　
内
線
57

か
み
こ
あ
に

総
合
型
ク
ラ
ブ

ス
マ
イ
ル
活
動
予
定

 

体
協
50
周
年
記
念

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
交
流
大
会
・

５
０
０
歳
野
球
交
流
大
会
開
催
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ど
な
た
で
も
自
由
に
利
用
で
き
ま

す
。（
県
外
の
方
で
も
利
用
可
能
で
す
）

　
村
内
か
ら
八
郎
潟
駅
ま
で
平
日
、

朝
夕
運
行
し
て
い
ま
す
。

●
運
行
経
路

役
場
か
ら
、
堂
川
方
面
・
仏
社
方

面
・
下
五
反
沢
・
沖
田
面
を
経
由

し
八
郎
潟
駅
へ

　
朝
１
便

　（
役
場
発
　
午
前
６
時
55
分
）

　
夕
方
１
便

　（
役
場
発
　
午
後
３
時
35
分
）

※
土
日
と
祝
日
は
運
休
。
昼
は
予
約
が

あ
れ
ば
運
行
し
ま
す
。

●
料
　
　
金
〈
片
道
〉

　
お
と
な
　
　
　
　
　
１
、０
０
０
円

　
こ
ど
も
（
小
学
生
）　
　
５
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
　（
乳
幼
児
無
料
）

※
乗
車
人
員
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の

で
、
定
員
（
７
人
）
を
超
え
た
と
き

は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。
確
実
に
利
用

し
た
い
場
合
は
、
事
前
申
込
が
必

要
で
す
。

●
申

込

先

　
上
小
阿
仁
村
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
０
１
８
６
（
77
）
３
０
５
８

み
ん
な
の

　

こ
あ
に
号
を

　
　
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
国
民
年
金
か
ら
は
、
65
歳
か
ら
老
齢

基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
ほ

か
、
不
慮
の
事
故
の
た
め
の
障
害
基
礎
年

金
と
遺
族
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
て
国

民
の
暮
ら
し
を
守
っ
て
く
れ
ま
す
。

　
　

障
害
基
礎
年
金

　
障
害
基
礎
年
金
は
、
障
害
の
原
因
と

な
っ
た
病
気
や
ケ
ガ
の
初
診
日
が
国
民
年

金
に
加
入
中
あ
る
い
は
60
歳
以
上
65
歳
未

満
の
間
に
あ
る
方
が
、
一
定
の
障
害
の
状

態
に
な
っ
た
と
き
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
年

金
額
は
、
障
害
の
程
度
が
一
級
の
と
き
が

99
万
１
０
０
円（
平
成
22
年
度
価
格
・
年

額
・
以
下
同
じ
）、
そ
れ
よ
り
軽
い
程
度
の

二
級
の
と
き
が
79
万
２
１
０
０
円
で
す
。

ま
た
、
障
害
基
礎
年
金
に
は
子（
生
計
を
維

持
さ
れ
て
い
る
18
歳
到
達
年
度
の
末
日
ま

で
の
子
ま
た
は
20
歳
未
満
で
一
級
・
二
級
の

障
害
の
状
態
に
あ
る
子
・
以
下
同
じ
）の
加

算
額
が
あ
っ
て
、
そ
の
額
は
一
人
に
つ
い
て

７
万
５
９
０
０
円（
た
だ
し
、
二
人
目
ま
で

は
一
人
に
つ
い
て
22
万
７
９
０
０
円
）で
す
。

　

遺
族
基
礎
年
金

　
遺
族
基
礎
年
金
は
、
国
民
年
金
に
加

入
中
あ
る
い
は
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の

間
に
亡
く
な
っ
た
と
き
に
、
亡
く
な
っ
た

方
に
生
計
を
維
持
さ
れ
て
い
た
子
の
あ
る

妻
ま
た
は
子
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
年
金
額

は
、
子
が
一
人
の
妻
に
支
給
さ
れ
る
と
き

が
１
０
２
万
円
、
一
人
の
子
だ
け
に
支
給

さ
れ
る
と
き
が
79
万
２
１
０
０
円
で
す
。

ま
た
、
子
が
二
人
以
上
の
と
き
に
は
、
い

ず
れ
に
つ
い
て
も
障
害
基
礎
年
金
と
同
様

の
加
算
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

年
金
受
給
の
た
め
の
条
件

　
障
害
基
礎
年
金
、
遺
族
基
礎
年
金
を
受

け
る
た
め
に
は
、
初
診
日
等（
障
害
基
礎
年

金
で
は
初
診
日
、
遺
族
基
礎
年
金
で
は
死

亡
日
・
以
下
同
じ
）の
あ
る
月
の
前
々
月
ま

で
の「
国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
期
間
」
の
う
ち
、
３
分
の
２
以
上
の

期
間
が
、
①
保
険
料
を
納
め
た
期
間
ま
た

は
②
保
険
料
を
免
除
さ
れ
た
期
間
で
あ
る

と
い
う
「
保
険
料
の
納
付
要
件（
３
分
の
２

要
件
）」を
満
た
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※
「
国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
期
間
」
は
、
原
則
と
し
て
20
歳
か

ら
60
歳
に
な
る
ま
で
の
期
間
で
す
が
、

海
外
に
在
住
し
て
い
る
期
間
や
、
厚
生

年
金
等
か
ら
老
齢
年
金
を
受
け
て
い
る

期
間
は
除
か
れ
ま
す
。

※
厚
生
年
金
の
加
入
期
間
や
、
第
三
号
被

保
険
者
の
期
間
は
、「
保
険
料
を
納
め

た
期
間
」
と
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、「
３
分
の
２
要
件
」
を
満
た
せ

な
く
と
も
、
平
成
28
年
３
月
ま
で
に
65
歳

未
満
で
初
診
日
等
が
あ
る
場
合
、
初
診

日
等
の
あ
る
月
の
前
々
月
ま
で
の
一
年
間

の
全
て
の
期
間
が
①
保
険
料
を
納
め
た
期

間
ま
た
は
②
保
険
料
を
免
除
さ
れ
た
期

間
で
あ
れ
ば
よ
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
遺
族
基
礎
年
金
は
、
老
齢
基

礎
年
金
を
受
け
て
い
る
方
ま
た
は
老
齢

基
礎
年
金
の
資
格
期
間
を
満
た
し
た
方

が
亡
く
な
っ
た
と
き
に
も
支
給
さ
れ
ま
す

が
、
こ
の
と
き
は
前
記
の
保
険
料
納
付
用

件
を
満
た
す
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ご
自
分
が
、
保
険
料
納
付
要
件
を
満

た
し
て
い
る
か
ど
う
か
ご
心
配
な
方
や
国

民
年
金
の
詳
細
を
お
知
り
に
な
り
た
い
方

は
、
お
住
ま
い
の
市
区
町
村
の
国
民
年
金

の
窓
口
ま
た
は
お
近
く
の
年
金
事
務
所
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

厚
生
年
金
の
加
入
者
は

　
障
害
基
礎
年
金
と
遺
族
基
礎
年
金

は
、
厚
生
年
金
の
加
入
者
に
も
支
給
さ
れ

ま
す
。
詳
細
は
お
近
く
の
年
金
事
務
所
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
○
問
い
合
わ
せ
先

　
　
鷹
巣
年
金
事
務
所

　
　
　
　
北
秋
田
市
花
園
町
18
‐
１

　
　
　
　
　
　
　
☎
（
62
）
１
４
９
７

【
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
】

　
☎
０
５
７
０
‐
０
５
‐
１
１
６
５

国
民
年
金
の
お
知
ら
せ

ご
存
知
で
す
か
、
国
民
年
金
に
は

障
害
基
礎
年
金
と
遺
族
基
礎
年
金
が
あ
り
ま
す 

◆
―
―
―



（上小阿仁村 保健センター内 にあります）
〒018-4421　上小阿仁村小沢田字向川原80番地

☎ ０１８６－７７－３００８

　村民のみなさんが、住みなれた地域で安心して生活できるよう支援す

るためのセンターです。ご本人・ご家族だけで抱えずに、センターの職

員と一緒に「これからのこと」を考えましょう。

　介護や介護予防、健康、福祉、
医療に関すること等、不安に思って
　いることを話してください。

「注文していないのに、
 健康食品が届いた。
 　　どうしたらいい？」

上小阿仁村保健センターでは、秋田大学と協同して、心の健康づくり推進のため、
アンケート調査を行ないます。７月下旬に各世帯に配布予定です。ご協力
お願いいたします。

　対象：上小阿仁村に住所を有する生年月日が平成７年４月１日以前の方

「心の健康・地域づくりと自殺予防に関するアンケート調査」
にご協力をお願いします。

　元気な方から、介護を必要とする方
まで、状態に応じたサポートをします。

　人権やお金の管理、契約、虐待、
消費者被害等の問題に対応します。

　診療所、病院、社会福祉協議会、
消防署、警察、民生委員等と連携して、
　みなさんを支えます。

何でも相談してください何でも相談してください

自立して生活できるよう
支援します
自立して生活できるよう
支援します

みなさんの権利を守りますみなさんの権利を守ります

さまざまな方面から、
みなさんを支えます。
さまざまな方面から、
みなさんを支えます。

　「病気をして、人の助けが
　　必要になった。」

　「もの忘れが進んでいる
　　気がして心配…」

何でも相談してください

自立して生活できるよう
支援します

みなさんの権利を守ります

さまざまな方面から、
みなさんを支えます。

9



10

　
平
成
22
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
は
、

総
額 

２
１
１
５
万
円
の
追
加
補
正
で
、
補

正
後
の
総
額
は 

22
億
３
０
０
６
万
３
千

円
で
す
。

　
歳
出
予
算
で
追
加
し
た
主
な
も
の

・
財
産
管
理
費
修
繕
料（
こ
あ
に
号
修
理
代
）

２
９
９
万
円

・
障
害
者
施
設
支
援
費
　
　
１
４
４
万
円

・
母
子
生
活
支
援
施
設
入
所
委
託
料

２
６
０
万
９
千
円

・
国
民
健
康
保
険
診
療
施
設
勘
定
特
別

会
計
繰
出
金
　
　
　
１
６
０
万
６
千
円

・
新
規
需
要
米
生
産
体
制
緊
急
整
備
事

　

平
成
22
年
上
小
阿
仁
村
議
会
定
例

会
が
、
６
月
16
日
か
ら
18
日
ま
で
開

か
れ
ま
し
た
。

　

小
林
村
長
が
、
本
会
議
で
述
べ
た

行
政
報
告
の
要
旨
は
次
の
と
お
り
で

す
。

業
補
助
金
　
　
　
　
　
　
１
８
２
万
円

・
温
水
ボ
イ
ラ
入
れ
替
え
工
事

１
４
９
万
７
千
円

・
児
童
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入
費48

万
６
千
円

・
図
書
館
シ
ス
テ
ム
購
入
費
　
１
４
７
万
円

　
一
般
会
計
に
お
い
て
は
７
２
０
３
万
５

千
円
ほ
ど
、
特
別
会
計
は
９
会
計
い
ず
れ

も
黒
字
で
総
額
７
４
８
５
万
５
千
円
ほ
ど

の
剰
余
金
が
生
ず
る
見
込
み
で
す
。

　
な
お
、
繰
越
金
の
確
定
額
に
つ
い
て
は
、

９
月
の
補
正
予
算
で
対
応
し
ま
す
。

  

平
成
22
年
６
月
１
日
現
在
の
選
挙
人
名

簿
を
調
製
し
た
結
果
、
登
録
者
総
数
は

２
，５
５
３
人
（
男
１
，１
９
８
人
、
女
１
，

３
５
５
人
）
で
、
前
回
（
３
月
１
日
）
登

録
時
よ
り
９
人
減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
八
郎
潟
駅
と
上
小
阿
仁
間
の
有
償
運

送
事
業
の
利
用
状
況
は
、
５
月
末
日
現
在
、

６
１
１
回
運
行
し
、
利
用
者
数
は
１
６
４

名
と
な
っ
て
い
ま
す
。

  

ま
た
、
大
館
能
代
空
港
、
秋
田
内
陸
線

へ
の
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
利
用

状
況
は
、
５
月
末
日
現
在
、
大
館
能
代
空

港
は
23
回
運
行
し
、
利
用
者
数
は
25
名
、

秋
田
内
陸
線
は
16
回
運
行
し
、
利
用
者

数
は
21
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
実
施
設
計
と
平
行
し
て
６
月
３

日
か
ら
国
道
等
の
道
路
沿
線
、
集
落
内
の

幹
線
の
整
備
を
行
っ
て
お
り
、
幹
線
整
備

完
了
後
に
順
次
各
世
帯
へ
の
引
き
込
み
工

事
を
行
い
、
９
月
以
降
に
Ｉ
Ｐ
告
知
端
末

機
を
設
置
し
、
23
年
１
月
頃
ま
で
に
完
了

し
、
４
月
１
日
か
ら
本
格
運
営
す
る
予
定

と
な
っ
て
い
ま
す
。

  

こ
の
間
、
工
事
説
明
会
、
端
末
機
操
作

説
明
会
を
順
次
実
施
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
の
で
ご
理
解
と
ご
参
加
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、７
月
15
日
（
木
）
か
ら
29
日
（
木
）

ま
で
、
各
集
落
で
、
光
フ
ァ
イ
バ
に
つ
い

て
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
次
世
代
の
社
会
を
担
う
子
ど
も
の
育
ち

を
社
会
全
体
で
応
援
す
る
観
点
か
ら
、
中

学
校
修
了
ま
で
の
児
童
を
対
象
に
１
人
に

つ
き
月
額
１
万
３
千
円
を
支
給
し
ま
す
。

　
上
小
阿
仁
村
の
給
付
対
象
世
帯
は
、

１
２
２
世
帯
で
、
対
象
者
数
が
１
８
７
人

で
、
22
年
度
は
２
５
０
９
万
円
の
支
給
額

と
な
る
見
込
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
内
、
村

負
担
分
は
、
２
４
０
万
６
千
円
で
す
。

  

５
月
28
日
、
臨
時
組
合
議
会
が
開
か
れ
、

議
長
に
松
田
光
朗
氏
・
副
議
長
に
長
井

直
人
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
議
員
選
出
の
監
査
委
員
の
選
任

も
行
わ
れ
、
米
澤
一
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し

た
。

　
早
期
退
職
者
を
募
集
し
た
結
果
22
年

３
月
末
に
お
い
て
19
名
の
応
募
が
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
、
４
月
に
１
人
、
６
月
13

日
付
け
で
２
人
自
己
退
職
し
ま
し
た
の
で
、

現
在
職
員
数
は
88
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
21
年
度
に
係
る
不
良
債
務
は
１
億

５
２
４
８
万
４
千
円
と
な
る
見
込
で
す
。

　
21
年
度
市
村
の
負
担
額
は
、
６
億

２
４
５
１
万
５
千
円
と
な
る
見
込
で
、
そ

の
内
上
小
阿
仁
村
の
負
担
額
は
、
１
３
２
６

万
９
千
円
と
な
り
ま
す
。

  

22
年
３
月
か
ら
診
療
休
止
し
て
い
た
整

形
外
来
は
、
秋
田
大
学
か
ら
の
派
遣
応
援

に
よ
り
、
５
月
19
日
か
ら
毎
週
水
曜
日
に

診
療
を
再
開
し
て
い
ま
す
。

　
５
月
10
日
、
臨
時
組
合
議
会
が
開
か

れ
、
議
長
に
鈴
木
米
雄
氏
が
選
任
さ
れ
、

副
議
長
に
金
田
司
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
長
下
処
分
施
設
浸
出
水
処
理
計
画
報

告
書
が
検
討
委
員
会
よ
り
３
月
末
に
提

出
さ
れ
て
い
ま
す
。
掘
削
は
３
地
点
を
選

定
し
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
ト
タ
ン
等

の
家
屋
解
体
材
、
農
業
用
資
材
等
が
混
入

し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
他
特
に
、
有
害

物
質
が
高
い
埋
立
物
は
認
め
ら
れ
ず
、
浸

出
水
の
水
質
は
埋
立
廃
棄
物
層
の
ろ
過
・

定例会定例会
行 政 報 告（要旨）

６月６月６月村議会村議会
●
平
成
22
年
度
補
正
予
算

●
平
成
21
年
度
の
決
算
見
込
み

●
選
挙
人
名
簿

●
子
ど
も
手
当

●
北
秋
田
市
上
小
阿
仁
村
病
院
組
合
関
係

●
情
報
通
信
基
盤
整
備
事
業

　
（
光
フ
ァ
イ
バ
）

●
北
秋
田
市
上
小
阿
仁
村
生
活
環
境

　
施
設
組
合

●
市
町
村
有
償
運
送
等
の
利
用
状
況
等
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吸
着
機
能
に
よ
り
、
下
水
道
排
除
基
準

を
下
回
っ
て
い
る
の
で
、
下
水
道
移
送
す

る
に
あ
た
り
、
前
処
理
と
し
て
の
浸
出
水

処
理
施
設
は
必
要
無
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

    

  

心
の
健
康
づ
く
り
を
行
い
、
自
殺
予
防

を
め
ざ
す
た
め
に
、
各
集
落
に
お
い
て
も

活
動
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
そ
の
活
動
に
対
し
て
、
各
集
落
に

僅
か
で
あ
り
ま
す
が
均
等
割
５
千
円
と
１

世
帯
当
た
り
３
０
０
円
を
補
助
す
る
こ
と

と
し
、
５
月
12
日
集
落
の
会
長
へ
事
業
説

明
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
が
住
民
の
考
え
る
き
っ
か
け

と
な
り
、
自
殺
予
防
が
出
来
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
稲
作
の
作
付
け
目
標
面
積
は
、
米
戸
別

所
得
補
償
モ
デ
ル
事
業
の
関
係
も
あ
り
、

昨
年
に
比
較
し
て
、
９
ヘ
ク
タ
ー
ル
減
少

し
て
３
０
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
な
り
、
届
け

出
の
作
付
面
積
も
同
面
積
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
な
お
、
農
家
申
告
に
よ
る
作
付
け
品

種
に
つ
い
て
は
、「
あ
き
た
こ
ま
ち
」

96
・
５
％
、「
め
ん
こ
い
な
」
２
・
９
％
、「
そ

の
他
」
０
・
６
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
４
月
20
日
、
中
山
地
区
村
有
地
の
高
台

に
88
本
の
コ
ハ
ゼ
を
植
栽
し
ま
し
た
。

　
地
拵
え
を
17
ア
ー
ル
行
い
、
そ
の
内
、

約
10
ア
ー
ル
に
植
栽
し
て
い
ま
す
。

　
野
外
生
産
試
作
セ
ン
タ
ー
に
は
、
増
殖

試
験
も
兼
ね
て
、
13
本
植
栽
し
て
い
ま
す
。

　
コ
ハ
ゼ
の
効
能
に
つ
い
て
は
、
ア
ン
ト

シ
ア
ニ
ン
に
よ
り
眼
の
働
き
を
良
く
す
る

こ
と
や
抗
酸
化
作
用
に
優
れ
た
ポ
リ
フ
ェ

ノ
ー
ル
含
有
量
が
多
い
こ
と
か
ら
優
良
な

自
然
食
品
と
し
て
期
待
さ
れ
て
お
り
、
こ

の
た
め
農
産
加
工
品
の
原
材
料
と
し
て
加

工
品
の
開
発
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

　
将
来
的
に
は
、
各
世
帯
が
１
～
２
本
を

栽
培
し
、
生
食
及
び
加
工
用
と
し
て
活
用

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
次
回
か
ら
は
、
自
宅
の
土
地
に
コ
ハ
ゼ

を
栽
培
し
た
い
方
に
、
あ
ら
か
じ
め
廉
価

で
苗
木
を
配
布
致
し
た
い
と
考
え
、
準
備

す
る
予
定
で
す
。

　
エ
ビ
ネ
に
つ
い
て
は
、
平
成
12
年
当
時

の
県
農
業
試
験
場
の
大
屋
さ
ん
（
現
学
術

振
興
課
研
究
推
進
監
）
が
「
コ
ア
ニ
チ
ド

リ
の
種
子
に
よ
る
増
殖
の
技
術
開
発
と
技

術
移
転
」
と
「
エ
ビ
ネ
の
種
苗
の
安
定
生

産
技
術
の
開
発
と
技
術
移
転
」
を
テ
ー
マ

に
し
て
、
上
小
阿
仁
村
で
研
究
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。

　
そ
の
時
の
苗
が
花
を
咲
か
せ
て
お
り

ま
す
が
、
増
殖
技
術
に
つ
い
て
固
定
し
て

い
な
い
状
況
の
中
、
購
入
要
望
の
高
い
エ

ビ
ネ
に
つ
い
て
は
、
山
取
り
さ
れ
て
お
り
、

資
源
の
枯
渇
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
村
で
は
、
野
外
生
産
試
作
セ
ン
タ
ー
で

組
織
培
養
に
よ
り
、
色
、
大
き
さ
の
整
っ

た
無
病
の
苗
を
農
家
に
供
給
す
る
と
共
に

他
地
域
で
簡
単
に
は
、
ま
ね
の
で
き
な
い

花
や
野
菜
生
産
を
す
る
こ
と
で
、
価
格
の

安
定
化
に
対
応
す
る
こ
と
を
目
的
に
研
修

に
努
め
ま
す
。

　
６
月
３
日
現
在
９
件
の
申
請
が
あ
り
、

申
請
額
は 

１
２
４
万
７
千
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
県
に
お
い
て
は
、
本
事
業
に
つ
い
て
申

請
が
多
く
な
っ
た
場
合
は
、
補
助
金
の
補

正
計
上
を
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
県
の

動
向
に
併
せ
て
、
村
に
お
い
て
も
申
請
が

多
く
な
っ
た
場
合
は
補
正
対
応
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　
前
年
度
に
お
け
る
商
品
券
と
同
様
に
、

20
％
の
プ
レ
ミ
ア
に
よ
り
、
村
の
業
者
へ

の
発
注
が
増
え
、
村
の
活
性
化
に
つ
な
が

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
22
年
４
月
か
ら
県
費
負
担
に
よ
る
美

術
科
の
非
常
勤
講
師
が
派
遣
さ
れ
ま
し

た
。
以
前
本
村
に
勤
務
し
た
経
験
も
あ
り
、

地
域
に
根
ざ
し
た
題
材
を
取
り
上
げ
る
な

ど
そ
の
指
導
も
熱
心
で
、
生
徒
も
意
欲
的

に
作
品
作
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
平
成
21
年
度
の
診
療
状
況
の
実
績
は
、

医
科
外
来
の
１
日
平
均
59
人
で
前
年
度

と
比
較
し
て
16
人
の
増
、
歯
科
は
１
日
平

均
10
人
で
前
年
度
と
比
較
し
て
１
人
の
減

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
年
間
の
患
者
延
べ
数
は
医
科
・
歯
科
あ

わ
せ
ま
し
て
１
万
６
，４
０
２
人
で
、
前

年
度
（
１
万
２
，７
８
８
人
）
と
比
較
し

て
約
28
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

  

ま
た
、
平
成
21
年
度
決
算
は 

５
６
５
万

３
千
円
ほ
ど
の
繰
越
と
な
る
見
込
み
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
去
る
、
５
月
27
日
に
、
通
報
避
難
誘
導

と
消
火
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。
地
元
の

沖
田
面
地
区
防
災
会
の
方
々
に
も
ご
協
力

を
い
た
だ
き
有
事
に
備
え
ま
し
た
。

　
５
月
30
日（
日
）に
は
、
村
婦
人
会
の
多

数
の
皆
さ
ん
に
施
設
の
窓
清
掃
奉
仕
作

業
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
オ
ム
ツ

た
た
み
、
話
し
合
い
等
、
日
頃
ご
協
力
頂

い
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
共
々

に
心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
６
月
１
日
現
在
の
入
所
状
況
は
、
定
員

の
86
名
で
、
本
村
出
身
者
は
43
名
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

●
心
の
健
康
づ
く
り
・
自
殺
予
防
事
業

●
稲
作
状
況

●
コ
ハ
ゼ
の
植
栽

●
エ
ビ
ネ
組
織
培
養

●
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
緊
急
支
援
事
業

●
国
保
診
療
所
関
係

●
杉
風
荘
関
係

●
美
術
科
の
非
常
勤
講
師
派
遣
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は
じ
め
に

　
平
成
22
年
第
３
回
上
小
阿
仁
村
議

会
定
例
会
の
最
終
日
（
６
月
18
日
）、

村
提
案
の
議
案
第
16
号
「
上
小
阿
仁
村

簡
易
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て
」
が
村
議
会
議

員
全
会
一
致
で
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
村
民
の
皆
様
の
圧
倒
的
多
数
は
、
こ

れ
だ
け
で
は
何
が
何
だ
か
お
解
り
に
な

ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
あ
り
て
い
に
言

え
ば
、
こ
の
議
案
は
、
沖
田
面
を
除
く

村
経
営
の
水
道
料
金
を
改
正
し
、
例

え
ば
、
こ
れ
ま
で
の
基
本
料
金
10
立
方

メ
ー
ト
ル
ま
で
、
２
６
２
５
円
を
５
立

方
メ
ー
ト
ル
ま
で
、
１
６
８
０
円
に
値

下
げ
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
私
は
、
こ
れ
ま
で
度
々
水
道
料
金
の

値
下
げ
が
可
能
か
否
か
に
つ
い
て
、
事

務
方
に
検
討
を
促
し
、
こ
れ
が
よ
う
や

く
可
能
と
な
る
た
め
の
資
料
が
集
ま
り

ま
し
た
の
で
、
議
会
に
改
正
提
案
を
い

た
し
ま
し
た
。
こ
れ
が
否
決
さ
れ
ま
し

た
の
で
、
そ
の
背
景
に
つ
い
て
説
明
し
、

村
民
の
皆
様
の
判
断
を
仰
ぐ
こ
と
に
い

た
し
ま
し
た
。

　

１
．
現　

状

⑴
　
県
内
最
高
の
水
道
基
本
料
金
！

　「
水
清
き
郷
」
を
以
て
任
ず
る
上
小

阿
仁
村
で
、
水
道
の
基
本
料
金
が
周

辺
市
町
村
と
比
べ
て
、
皆
様
は
極
め
て

高
い
と
感
じ
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
か
。

10
立
方
メ
ー
ト
ル
で
２
６
２
５
円
の
基

本
料
金
を
徴
収
す
る
秋
田
県
の
自
治
体

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
例
え
ば
、

北
秋
田
市
…
上

水

道 

１
２
９
０
円

　
　
　
　
　
簡
易
水
道 

１
８
５
０
円

大

館

市
…
上

水

道 

　
６
７
２
円

　
　
　
　
　
簡
易
水
道 

　
５
２
５
円

鹿

角

市
…
上

水

道 

１
７
３
０
円

小

坂

町
…
簡
易
水
道 

１
８
０
０
円

藤

里

町
…
簡
易
水
道 

１
０
２
０
円

五
城
目
町
…
上

水

道 

１
８
９
０
円

　
　
　
　
　
簡
易
水
道
①
地
区

　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
１
０
０
円

　
　
　
　
　
簡
易
水
道
②
地
区

　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
３
６
５
円

八
郎
潟
町
…
上

水

道 

１
２
６
０
円

大

潟

村
…
簡
易
水
道 

２
０
６
８
円

能

代

市
…
上

水

道 

　
３
１
５
円

八

峰

町
…
簡
易
水
道 

１
０
５
０
円

秋

田

市
…
上

水

道 

　
７
３
５
円

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
つ
ま
り
、「
水
清
き
郷
上
小
阿
仁
」

の
水
道
基
本
料
金
が
一
番
高
い
の
で
す
。

⑵
　
村
の
平
均
所
得
は
県
内
で
下
か
ら

　
　
２
番
目
！

　
上
小
阿
仁
村
の
平
均
所
得
は
、
秋
田

県
で
下
か
ら
数
え
て
２
番
目
で
す
。
つ

ま
り
、
わ
が
村
は
、
収
入
面
か
ら
見
て
、

県
内
で
依
然
と
し
て
、
未
だ
豊
か
で
は

な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

⑶
　
高
齢
者
の
多
く
は
、
国
民
年
金
生

　
　
活
者
！

　
日
本
で
は
、
誰
で
も
一
定
年
齢
（
60

―
65
歳
）
に
な
れ
ば
、
年
金
生
活
者
に

な
り
ま
す
。
年
金
に
は
約
３
種
類
、
つ

ま
り
共
済
年
金
、
厚
生
年
金
、
国
民
年

金
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
三
つ
の
年

金
の
中
、
国
民
年
金
の
額
が
一
番
低
い

事
は
、
皆
様
ご
存
じ
で
す
。

　
上
小
阿
仁
で
は
、
国
民
年
金
生
活
者

の
割
合
が
高
い
の
で
す
。

⑷
　
基
本
料
金
が
高
く
、
超
過
料
金

　
　
が
低
い

　
村
の
料
金
体
系
は
、
基
本
料
金
が

秋
田
県
で
一
番
高
く
、
こ
れ
に
対
し
て
、

超
過
料
金
が
非
常
に
低
く
抑
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
大
変
に
不
公
平
な
こ

と
で
す
。

　
結
論
を
申
し
上
げ
ま
す
。
上
小
阿

仁
の
よ
う
な
、
県
内
で
平
均
的
に
所

得
が
低
く
、
そ
し
て
国
民
年
金
生
活

者
の
多
い
村
で
、
秋
田
県
で
一
番
高
い

水
道
基
本
料
金
（
10
立
方
メ
ー
ト
ル
、

２
６
２
５
円
！
）
を
徴
収
し
、
低
い
超

過
料
金
を
設
定
す
る
事
実
は
、
社
会
的

に
極
め
て
不
自
然
・
不
合
理
と
思
わ
れ

ま
す
が
、
皆
様
は
ど
う
感
じ
ら
れ
ま
す

か
？
こ
の
よ
う
な
料
金
設
定
を
行
う
に

水
道
基
本
料
金
値
下
げ
の
件

上
小
阿
仁
村
長　

小　

林　

宏ひ
ろ　

晨あ
き

水
道
基
本
料
金
値
下
げ
の
件

水
道
基
本
料
金
値
下
げ
の
件

水
道
基
本
料
金
値
下
げ
の
件
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際
し
て
、
近
隣
市
町
村
の
実
態
を
調
べ

た
の
で
し
ょ
う
か
。
調
べ
た
結
果
、
こ

の
よ
う
な
料
金
体
系
と
し
た
の
で
あ
れ

ば
、
そ
の
根
拠
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

２
．
改
善
提
案

　
考
え
ら
れ
る
最
善
の
改
善
提
案
の

提
出
を
事
務
方
に
要
請
い
た
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
が
、
こ
れ
か
ら
皆
様
に
説
明

す
る
改
善
提
案
で
す
。

　
先
ず
改
善
構
想
を
策
定
す
る
に
あ

た
っ
て
は
、
以
下
の
よ
う
な
基
準
を
設

け
ま
す
。

⑴
　
高
齢
国
民
年
金
生
活
者
の
負
担

を
可
能
な
限
り
低
く
す
る
。
つ
ま
り
、

基
本
料
金
を
下
げ
る
。

⑵
　
水
道
経
営
の
健
全
化
を
維
持
す
る

た
め
に
、
可
能
な
限
り
、
こ
れ
ま
で

の
水
道
総
収
入
を
維
持
す
る
。

⑶
　
前
記
⑴
、
⑵
の
条
件
を
充
足
す
る

た
め
に
、
大
口
水
道
消
費
者
に
、
そ

の
消
費
量
に
応
じ
て
負
担
し
て
頂
く
。

つ
ま
り
、
高
い
基
本
料
金
と
低
い
超

過
料
金
を
是
正
し
、
低
い
基
本
料
金

と
使
用
量
に
応
じ
た
超
過
料
金
を
設

定
す
る
。

　
前
記
の
⑴
、
⑵
、
⑶
の
条
件
を
満
た

し
て
完
成
し
た
改
善
提
案
が
以
下
の
も

の
で
す
。

北秋田市…上 水 道 １１５円

　　　　　簡易水道 ２１０円

大 館 市…上 水 道

　　　　　　１０立方まで　　　　　 １４７円

　　　　　　１０立方超５０立方まで １６２円

　　　　　　５０立方超　　　　　　 １７８円

　　　　　簡易水道 １０５円

鹿 角 市…上 水 道 ２００円

小 坂 町…簡易水道 ２９４円

藤 里 町…簡易水道 １０２円

五城目町…上 水 道 １８９円

　　　　　簡易水道①地区 ３１５円

　　　　　簡易水道②地区 １３６円

八郎潟町…上 水 道 ２４０円

大 潟 村…簡易水道 ２０７円

能 代 市…上 水 道

　　　　　　１０立方まで　　　　　 １１５円

　　　　　　１０立方超３０立方まで １６５円

　　　　　　３０立方超　　　　　　 １８９円

八 峰 町…簡易水道 １３６円

秋 田 市…上 水 道

　　　　　　１０立方まで　　　　　　 ５７円

　　　　　　１０立方超２０立方まで １４１円

　　　　　　２０立方超５０立方まで １９９円

　　　　　　５０立方超 　　　　　　２３１円

なお、超過料金１立方メートル ９５円の設定は、県内でも極めて低い設定となっております。

例えば、

となります。

前記の決定の結果、

　　５立方メートル未満の消費者（２６.５％）の料金が１,６８０円、

　１０立方メートル未満の消費者（１８.９％）の料金が２,１５５円、

　２０立方メートル未満の消費者（２６.３％）の料金が３,１０５円となり、

　２０立方メートル未満の消費者総数（７１.７％）の料金が従来より安くなり、

これに対し、２０立方メートル以上の消費者（２８.３％）の料金が従来より多少高くなります。

説　明

⑴　これまでの１０立方メートルまで、２,６２５円の基本料金に代わって、

　５立方メートルまで、１,６８０円の基本料金とする。

　従来の１立方メートル ５３円の超過料金は、１立方メートル ９５円とする。
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３
．
村
簡
易
水
道
等
連
絡
協
議
会

　
　
　

の
承
認

　
平
成
22
年
２
月
25
日
に
簡
易
水
道

等
連
絡
協
議
会
を
開
催
し
、
基
本
料
金

１
６
０
０
円
、
超
過
料
金
83
円
を
目
処

と
し
て
料
金
改
正
を
実
施
し
た
い
旨
を

説
明
し
ま
し
た
。

　
そ
の
際
、参
加
者
か
ら
の
意
見
と
し
て

⑴
　
短
期
的
に
は
新
料
金
で
運
営
で

き
る
だ
ろ
う
が
、
長
期
的
な
視
野
に

立
っ
て
今
後
の
運
営
は
可
能
な
の
か
。

⑵
　
ど
の
様
な
世
帯
が
現
行
よ
り
多
い

料
金
を
払
う
こ
と
に
な
る
の
か
を
調

査
す
る
必
要
が
あ
る
。
介
護
の
必
要

な
世
帯
に
大
き
な
負
担
が
強
い
ら
れ

て
は
な
ら
な
い
。

⑶
　
大
規
模
修
繕
の
対
応
が
な
さ
れ
る

か
。

　
な
ど
の
意
見
を
附
し
た
上
で
、
料
金

の
見
直
し
に
は
同
意
を
得
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
会
議
の
意
見
を
踏
ま
え
、
高
額

世
帯
の
構
成
状
況
を
調
査
し
、
長
期
的

な
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
見
直
し
を
実

施
し
た
結
果
、
基
本
料
金
１
６
８
０
円
、

超
過
料
金
95
円
と
し
て
算
定
さ
れ
た
た

め
、
５
月
27
日
に
再
度
連
絡
協
議
会
を

開
催
し
、
理
解
を
求
め
ま
し
た
。

⑴
に
つ
い
て
精
査
し
た
と
こ
ろ
、
当
初

案
で
は
平
成
31
年
度
に
基
金
取
り
崩
し

が
見
込
ま
れ
た
た
め
、
料
金
を
上
方
修

正
し
た
結
果
、
概
ね
20
年
以
上
は
、
新

料
金
で
運
営
が
可
能
と
見
込
ま
れ
た
。

（
但
し
、
現
在
の
人
口
減
少
率
で
算
定

し
て
い
る
た
め
、
社
会
情
勢
の
急
激
な

変
化
に
対
し
て
は
随
時
見
直
し
の
必
要

が
あ
る
。）

⑵
に
つ
い
て
、
現
行
料
金
よ
り
８
０
０

円
以
上
の
高
負
担
と
な
る
世
帯
を
全

戸
抽
出
し
、
内
訳
を
精
査
し
た
と
こ
ろ
、

最
も
多
い
の
が
公
的
機
関
及
び
事
業

所
で
あ
り
、
そ
の
後
に
大
規
模
農
家
群
、

多
人
数
世
帯
と
続
い
て
い
る
が
、
要
在

宅
介
護
世
帯
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

⑶
に
つ
い
て
は
、
統
合
水
道
と
な
っ
た

こ
と
に
よ
り
、
大
規
模
修
繕
、
改
修
に

つ
い
て
は
、
村
直
営
で
有
利
な
補
助
金
、

起
債
等
が
活
用
で
き
る
た
め
、
現
状
以

上
に
大
き
な
負
担
を
強
い
ら
れ
る
こ
と

は
考
え
に
く
い
。

　
以
上
の
内
容
を
説
明
し
、
同
意
を
求

め
た
と
こ
ろ
、
70
％
の
世
帯
で
減
額
と

な
る
も
の
で
あ
り
、
残
り
の
30
％
に
つ

い
て
も
、
使
用
量
に
よ
る
応
分
の
負
担

は
や
む
を
得
な
い
の
で
は
な
い
か
と
の

こ
と
で
、
改
正
案
に
同
意
を
得
て
お
り

ま
す
。

　

４
．
議
会
で
の
や
り
取
り

　
議
会
で
は
ご
存
じ
の
よ
う
に
、
村
当

局
の
提
案
が
全
会
一
致
で
否
決
さ
れ
ま

し
た
。

そ
の
反
対
理
由
は
、
お
お
よ
そ
次
の
よ

う
に
要
約
さ
れ
ま
す
。

⑴
　
集
落
に
よ
っ
て
は
、
値
上
げ
と
な

る
。

⑵
　
年
度
途
中（
９
月
）の
実
施
は
望
ま

し
く
な
い
。

⑶
　
普
通
で
は
、
使
え
ば
使
う
ほ
ど
安

く
な
る
は
ず
。

⑷
　
地
元（
集
落
）と
の
意
見
集
約［
協

議
］が
不
十
分
。

⑸
　
沖
田
面
を
含
め
、
全
村
の
料
金
を

一
元
化
す
べ
き
。

⑹
　
改
正
料
金
の
根
拠
が
明
確
で
な
い
。

⑺
　
基
金
の
取
り
崩
し
は
、
納
得
が
い

か
な
い
。

⑻
　
下
水
道
、
農
業
集
落
排
水
と
連

動
し
た
将
来
構
想
を
示
す
べ
き
。

　
前
記
の
い
わ
ゆ
る
反
対
理
由
に
一
つ

一
つ
反
論
を
い
た
し
ま
す
。

⑴
　
集
落
に
よ
っ
て
は
、
値
上
げ
と
な

る
。

　
こ
の
集
落
は
、
多
分
沖
田
面
を
指

し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
市
町

村
の
水
道
事
業
は
、
市
町
村
の
首
長
が

行
う
も
の
で
あ
り
、
補
助
金
、
交
付
金

を
受
け
、
そ
し
て
起
債
を
行
な
っ
て
お

り
ま
す
。
実
際
、
過
去
の
い
き
さ
つ
か

ら
、
各
組
合
に
管
理
・
運
営
を
委
託
し

て
お
り
ま
し
た
が
、
現
在
は
管
理
運
営

の
一
元
化
を
図
る
た
め
に
、
統
合
地
区

と
し
て
再
編
成
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
大

抵
の
集
落
が
村
の
統
合
地
区
に
加
入
し

て
お
り
ま
す
が
、
大
集
落
で
あ
る
沖
田

面
が
未
加
入
の
状
態
を
続
け
て
お
り
ま

す
。
村
と
し
て
は
、
こ
の
集
落
が
あ
く

ま
で
も
自
発
的
に
加
入
す
る
建
前
は
維

持
す
る
も
、
こ
れ
ま
で
再
三
に
わ
た
っ

て
、
公
式
・
非
公
式
に
加
入
を
促
し
て

き
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
確
か
に
、
料
金
改
定
を
し
た
後
で
も
、

５
立
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
消
費
者
の
料

金
は
多
少
高
く
な
り
ま
す
。
し
か
し
、

沖
田
面
は
、
村
の
統
合
地
区
水
道
経
営

体
に
加
入
し
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
料

金
改
正
反
対
の
理
由
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

村
当
局
と
し
て
は
、
沖
田
面
集
落
に
対

し
、
極
力
加
入
を
勧
め
る
こ
と
に
は
し

て
お
り
ま
す
が
、
最
終
的
に
は
沖
田
面

が
自
発
的
に
加
入
す
る
建
前
と
な
っ
て

い
る
以
上
、
沖
田
面
の
料
金
体
系
を
理

由
と
し
て
反
対
す
る
こ
と
は
、
正
当
化

さ
れ
得
ま
せ
ん
。
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⑵
　
年
度
途
中（
９
月
）の
実
施
は
望
ま

し
く
な
い
。

　
こ
れ
ま
で
の
村
の
施
策
の
中
に
は
、

年
度
途
中
に
事
案
を
実
施
し
た
ケ
ー
ス

は
多
数
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、
年
度
途

中
実
施
を
理
由
と
し
て
実
施
に
反
対
す

る
こ
と
は
、
正
当
な
理
由
と
な
り
得
ま

せ
ん
。

　
む
し
ろ
、
良
い
事
案
は
で
き
う
る
限

り
早
期
に
実
施
す
る
こ
と
こ
そ
が
望

ま
し
い
は
ず
で
す
。
行
政
サ
ー
ビ
ス
は
、

時
間
と
不
可
分
に
結
び
つ
い
て
お
り
ま

す
。
従
っ
て
、
年
度
途
中
実
施
を
理
由

と
し
た
反
対
す
る
こ
と
は
正
当
化
で
き

得
ま
せ
ん
。

⑶
　
普
通
で
は
、
使
え
ば
使
う
ほ
ど
安

く
な
る
は
ず
。

　
通
常
の
営
利
企
業
で
は
、
大
口
利
用

者
に
益
々
多
く
使
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、

料
金
を
安
く
い
た
し
ま
す
。
し
か
し
公

共
料
金
は
、
必
ず
し
も
営
利
企
業
の
料

金
体
系
と
同
一
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
例

え
ば
、
電
気
料
金
の
こ
と
を
考
え
て
く

だ
さ
い
。
大
口
利
用
家
族
は
、
ア
ン
ペ

ア
数
に
よ
っ
て
、
高
く
払
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
仕
組
み
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

公
共
事
業
は
、
全
て
の
人
々
に
必
要
な

サ
ー
ビ
ス
を
平
等
に
提
供
す
る
こ
と
が

目
的
と
さ
れ
ま
す
。
従
っ
て
大
口
利
用

者
を
特
別
に
優
遇
す
る
こ
と
は
義
務
付

け
ら
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　
と
は
言
っ
て
も
、
大
口
利
用
者
を
冷

遇
す
る
こ
と
も
義
務
付
け
ら
れ
て
は
い

ま
せ
ん
。
今
般
の
水
道
料
金
改
正
に
お

い
て
は
、
超
過
料
金
の
中
で
、
大
口
利

用
者
に
応
分
の
負
担
を
お
願
い
し
て
い

る
の
み
で
あ
り
ま
す
。
し
か
も
超
過
料

金
と
し
て
の
１
立
方
メ
ー
ト
ル
95
円
は
、

秋
田
県
内
で
、
最
も
安
い
料
金
体
系
に

属
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
ん
な
こ
と
か
ら
し
て
、
前
記
の
主

張
は
、
絶
対
に
反
対
理
由
と
は
な
り
得

ま
せ
ん
。

⑷
　
地
元（
集
落
）と
の
意
見
集
約［
協

議
］が
不
十
分
。

　
こ
の
よ
う
な
主
張
は
全
く
納
得
で

き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
村
当
局

は
こ
れ
ま
で
、
村
の
「
簡
易
水
道
等
連

絡
協
議
会
」（
こ
れ
に
は
圧
倒
的
多
数

の
部
落
会
長
が
所
属
！
）
で
二
度
に
わ

た
っ
て
、
詳
細
な
説
明
を
行
っ
て
き
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
以
上

ど
の
よ
う
な
形
で
の
「
意
見
集
約
」
を

行
う
べ
き
か
に
つ
い
て
考
え
て
お
り
ま

す
。
７
月
15
日
か
ら
光
フ
ァ
イ
バ
ー
に

つ
い
て
説
明
す
る
た
め
に
全
部
落
を
回

る
予
定
で
す
の
で
、
そ
の
際
に
水
道
料

金
に
つ
い
て
も
説
明
す
る
こ
と
に
い
た

し
ま
す
。
多
数
の
参
加
を
お
勧
め
い
た

し
ま
す
。

⑸
　
沖
田
面
を
含
め
、
全
村
の
料
金
を

一
元
化
す
べ
き
。

　
確
か
に
、
沖
田
面
を
含
め
て
、
全
村

の
料
金
を
一
元
化
す
る
こ
と
が
望
ま
し

い
こ
と
は
論
を
待
ち
ま
せ
ん
。
し
か
し

沖
田
面
が
現
実
に
独
自
の
料
金
体
系
を

と
っ
て
い
る
以
上
、
沖
田
面
自
体
の
承

諾
が
な
い
限
り
、
一
元
化
は
で
き
ま
せ

ん
。
加
入
す
る
前
に
、
沖
田
面
が
村
の

改
正
水
道
料
金
体
系
を
採
用
す
れ
ば
、

め
で
た
し
め
で
た
し
で
あ
り
ま
す
が
、

そ
う
も
い
か
な
い
よ
う
で
あ
り
ま
す
。

　
い
ず
れ
に
し
ろ
、
建
設
課
長
を
沖
田

面
に
派
遣
し
、
説
得
努
力
は
す
る
予
定

で
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
沖
田
面
と
の

一
元
化
が
実
現
す
る
ま
で
は
料
金
改
正

に
反
対
す
る
な
ど
と
い
う
主
張
は
、
理

由
に
も
な
り
得
ま
せ
ん
。

⑹
　
改
正
料
金
の
根
拠
が
明
確
で
な
い
。

　
こ
れ
ま
で
ご
説
明
し
て
き
ま
し
た
よ

う
に
、
改
正
料
金
体
系
の
根
拠
は
極

め
て
明
確
で
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
秋

田
県
で
一
番
高
い
基
本
料
金
を
あ
る
程

度
安
く
し
、
秋
田
県
の
一
番
安
い
超
過

料
金（
１
立
方
メ
ー
ト
ル
、
53
円
）を
多

少
高
く
し（
１
立
方
メ
ー
ト
ル
、
95
円
）、

そ
れ
で
も
、
秋
田
県
で
一
番
安
い
超
過

料
金
に
留
め
、
経
済
弱
者
へ
の
負
担
軽

減
を
実
現
す
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
以
上

に
明
確
な
根
拠
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
反

対
者
に
示
し
て
頂
き
た
い
も
の
で
す
。

⑺
　
基
金
の
取
り
崩
し
は
、
納
得
が
い

か
な
い
。

　
恐
ら
く
は
、
前
政
権
は
、
議
員
の
皆

様
に
対
し
、
い
つ
か
は
基
金
を
取
り
崩

す
時
期
が
来
る
こ
と
を
詳
細
に
は
、
説

明
し
な
か
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
の

点
に
つ
い
て
疑
問
に
も
思
わ
ず
、
賛
同

し
た
議
員
諸
氏
は
、
少
な
く
と
も
６
人

の
は
ず
で
あ
り
ま
す
。
現
当
局
は
、
よ

り
詳
細
に
、
よ
り
長
期
に
、
取
り
崩
し

の
可
能
性
に
つ
い
て
説
明
し
た
だ
け
で

あ
り
ま
す
。
取
り
崩
し
の
時
期
を
延
期

す
る
方
法
に
は
二
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ

は
、
企
業
努
力
を
積
極
的
に
行
い
、
節

約
を
推
進
す
る
こ
と
、
一
つ
は
、
適
宜

に
、
一
般
予
算
か
ら
水
道
会
計
に
支
出

を
行
う
こ
と
で
す
。
後
者
に
際
し
て
は
、

議
会
の
承
認
が
必
要
な
こ
と
は
当
然
の

こ
と
で
す
。
十
数
年
後
の
取
り
崩
し
を

今
か
ら
反
対
し
、
そ
れ
を
料
金
改
定
の

反
対
理
由
と
す
る
こ
と
は
、
現
時
点
の

経
済
弱
者
へ
の
負
担
軽
減
を
拒
否
す
る

結
果
に
な
り
ま
す
。
皆
様
な
ら
、
ど
ち

ら
を
選
択
さ
れ
ま
す
か
。
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⑻
　
下
水
道
、
農
業
集
落
排
水
と
連

動
し
た
将
来
構
想
を
示
す
べ
き
。

　
下
水
道
、
農
業
集
落
排
水
を
簡
易

水
道
か
ら
切
り
離
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ

を
連
動
さ
せ
な
い
方
式
を
と
っ
た
の
は
、

前
政
権
で
あ
り
ま
し
た
。
現
政
権
も
そ

の
方
式
を
こ
れ
ま
で
踏
襲
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。

　
確
か
に
、
東
京
で
は
ま
っ
た
く
単
純

に
、
上
水
道
料
金
の
２
倍
の
下
水
道
料

金
を
徴
収
し
て
お
り
ま
す
。
例
え
ば
、

上
水
道
の
基
本
料
金
が
２
千
円
の
場
合
、

下
水
道
の
基
本
料
金
が
４
千
円
で
総
額

６
千
円
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
単
純
で

分
り
易
い
利
点
は
あ
り
ま
す
が
、
恐
ら

く
は
、
平
均
的
に
収
入
の
低
い
わ
が
村

に
は
、
向
い
て
い
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

従
っ
て
、
よ
り
良
い
方
式
が
未
だ
見
い

だ
せ
な
い
現
状
か
ら
し
て
、
前
政
権
の

方
式
を
踏
襲
し
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

　
と
は
言
っ
て
も
、
経
営
努
力
を
怠
っ

て
き
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
例
え

ば
、
小
沢
田
の
下
水
道
施
設
に
日
本
で

最
初
の
大
掛
か
り
な
生
物
学
的
処
理
施

設
を
構
築
し
、
現
在
の
費
用
枠
内
の
出

費
で
運
営
を
続
け
、
５
年
後
に
は
、
こ

の
費
用
が
限
り
な
く
ゼ
ロ
に
近
く
な
る

方
式
を
導
入
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
が

有
効
で
あ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
暁
に

は
、
沖
田
面
、
五
反
沢
等
他
の
処
理
施

設
に
も
、
こ
の
方
式
を
導
入
す
る
予
定

で
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
当
局
の
努
力
と
成
果
を

全
く
無
視
し
、
意
味
不
明
の
「
下
水
道
、

農
業
集
落
排
水
と
連
動
し
た
将
来
構

想
を
示
す
」
こ
と
を
条
件
と
し
て
、
水

道
料
金
改
正
に
反
対
す
る
行
為
は
、
誠

に
、
反
対
の
た
め
の
反
対
と
し
か
理
解

で
き
ま
せ
ん
。

　

５
．
結　
　

論

　
議
会
が
全
会
一
致
で
村
当
局
の
料
金

改
正
に
反
対
し
て
き
た
根
拠
は
、
こ
れ

ま
で
皆
様
に
説
明
を
し
て
き
た
と
お

り
、
実
に
あ
や
ふ
や
な
も
の
で
あ
る
こ

と
は
、
お
解
り
に
な
っ
た
は
ず
で
あ
り

ま
す
。
要
す
る
に
、
反
対
し
た
い
か
ら

反
対
す
る
だ
け
で
あ
っ
て
、
根
拠
の
信

憑
性
は
あ
ま
り
重
要
視
さ
れ
て
な
い
よ

う
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
態
度
を
取
ら
れ
る
議
員

諸
氏
に
、
皆
様
は
賛
同
さ
れ
ま
す
か
。

　
も
し
、
賛
同
で
き
な
い
な
ら
ば
、
議

員
諸
氏
が
村
当
局
の
水
道
料
金
改
正
に

対
し
て
賛
成
す
る
よ
う
、
説
得
し
て
頂

き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
議
員
は
、
村
長
と
同
様
に
、
全
体
の

奉
仕
者
と
し
て
の
自
覚
が
不
可
欠
で
あ

り
ま
す
。

　
役
場
で
発
行
し
て
い
る
住
民
票

等
の
証
明
書
等
に
つ
い
て
、
平
日

に
電
話
で
証
明
書
の
発
行
を
申
し

込
ん
で
い
た
だ
く
と
、
土
曜
日
・

日
曜
日
に
お
渡
し
で
き
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　
発
行
で
き
る
書
類
は
、

・
住

民

票
　
・
印
鑑
証
明

・
資
産
証
明
　
・
評
価
証
明

・
所
得
証
明
　
・
納
税
証
明

・
課
税
非
課
税
証
明

で
す
。

　
詳
し
く
は
、
電
話
で
お
た
ず
ね

く
だ
さ
い
。

　
こ
れ
ら
証
明
書
の
受
け
取
り
は
、

本
人
に
限
り
ま
す
。
受
領
の
際
、

運
転
免
許
証
な
ど
の
写
真
付
き
の

証
明
書
に
よ
り
本
人
確
認
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
印
鑑
証
明
書
の
発
行
に
は
、
印

鑑
登
録
証
の
カ
ー
ド
も
必
要
で
す
。

・
ゴ
ミ
処
理
利
用
券

　
長
下
処
分
場
、
ク
リ
ー
ン
リ
サ

イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
の
ゴ
ミ
処
理
利

用
券
は
、
予
約
が
な
く
て
も
発
行

で
き
ま
す
。
ま
た
、
本
人
で
な
く

て
も
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　
住
民
福
祉
課☎

（
77
）
２
２
２
１

各
種
証
明
書
等
の
発
行

「官公庁オークションインターネット公売」を始めます

　役場では、ヤフー・ジャパンの提供する「官公庁
オークション　インターネット公売」を導入しました。
　今後は、差し押さえた各種の物件や自動車などを
インターネット上で公売し、その代金を滞納村税に充
当します。
　村税の納付が遅れている方は、至急納税いただ
き、大切な財産の差押えを受けることにならないよう
にしてください。
　納税に関するご相談は随時受付しています。役場
にお越しの際は、印鑑をお持ちください。

　なお、インターネット公売はヤフー・ジャパンの設定
した日程で行われますので、興味のある方は「官公庁
オークション インターネット公売」のページや役場ホー
ムページをご覧になり、公売の状況をご確認ください。

 　　　　　　　　　官公庁オークション

 　　　　　　　　　http://koubai.auctions.yahoo.co.jp/

○問い合わせ先
　住民福祉課　税務保険班　　☎７７−２２２１
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水
原
で
す
。
八
木
沢
の
夏
も
日
本
の

夏
、
網
戸
と
蚊
取
り
線
香
に
守
ら
れ
な

が
ら
日
々
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　
な
ん
と
先
日
、
大
学
時
代
か
ら
の
友

人
た
ち
が
こ
の
上
小
阿
仁
村
を
訪
ね
て

き
て
く
れ
ま
し
た
。

「
雪
ニ
モ
夏
ノ
暑
サ
ニ
モ
負
ケ
ヌ
…
」

の
心
が
ま
え
で
い
た
こ
と
へ
の
ご
褒
美

で
し
ょ
う
か
、
と
に
も
か
く
に
も
嬉
し

い
出
来
事
で
し
た
。

と
い
う
こ
と
で
、
今
回
は
至
極
個
人
的

な
内
容
の
文
章
に
な
り
そ
う
で
す
が
、

読
ん
で
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。

　
始
ま
り
は
朝
５
時
半
の
電
話
か
ら
。

手
際
の
悪
さ
が
災
い
し
、
４
時
過
ぎ
ま

で
ミ
ズ
の
浅
漬
け
の
仕
込
み
を
し
て
い

た
僕
に
と
っ
て
、
ま
さ
に
寝
耳
に
水
で

し
た
が
、
車
で
向
か
っ
て
い
た
２
人
が

八
木
沢
へ
と
繋
が
る
県
道
に
入
っ
た
と

の
こ
と
。
６
時
前
に
到
着
し
た
２
人
は

あ
っ
と
い
う
間
に
夢
の
中
、
長
旅
お
疲

れ
様
で
す
。

　
僕
は
飛
行
機
で
来
る
も
う
１
人
と
大

館
能
代
空
港
で
合
流
。
道
の
駅
で
お
土

産
、
朝
食
な
ど
を
調
達
し
、
八
木
沢
に

戻
っ
て
全
員
集
合
！
と
思
い
き
や
、
あ

れ
、
ま
だ
寝
て
る
…

　
目
覚
め
と
共
に
再
会
を
祝
い
、
ま
ず

は
萩
形
へ
。
ダ
ム
や
キ
ャ
ン
プ
場
の
更

に
奥
、
美
し
い
渓
流
を
見
て
も
ら
い
ま

す
。
ヒ
ル
は
怖
い
け
ど
…

　
休
む
間
も
な
く
コ
ブ
杉
へ
。
山
村
広

場
で
ほ
お
ず
き
の
タ
ル
ト
を
ほ
お
ば
り
、

緑
に
包
ま
れ
マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン
に
浸
り

ま
す
。
杉
林
は
上
を
見
な
が
ら
歩
く
の

が
最
高
で
す
ね
。
け
ど
転
ば
な
い
よ
う

に
…

　
こ
こ
で
飛
行
機
の
時
間
。
み
ん
な
で

空
港
ま
で
行
き
、
お
見
送
り
で
す
。
東

京
︱

上
小
阿
仁
の
日
帰
り
か
…
飛
行

機
っ
て
す
ご
い
な
と
思
っ
た
り
、
ハ
ー

ド
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
さ
せ
て
ゴ
メ
ン

ね
と
思
っ
た
り
。

　
３
人
に
な
り
、
八
木
沢
で
の
夕
食
。

お
寿
司
に
お
肉
、
こ
の
上
な
い
ご
馳
走

が
食
卓
に
並
び
ま
し
た
。
学
生
の
頃
と

変
わ
ら
な
い
時
間
が
流
れ
、
サ
ッ
カ
ー

を
観
戦
し
な
が
ら
他
の
友
人
た
ち
の
こ

と
、
近
況
や
そ
れ
ぞ
れ
の
こ
れ
か
ら
な

ど
、
尽
き
な
い
話
を
睡
魔
に
屈
す
る
ま

で
語
り
合
い
ま
し
た
。

　
翌
日
は
あ
い
に
く
の
雨
、
こ
れ
幸
い

と
ば
か
り
に
み
ん
な
寝
坊
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。
遅
い
朝
食
は
き
り
た
ん
ぽ
。

今
回
の
秋
田
の
味
、
上
小
阿
仁
の
味
は

大
好
評
で
し
た
。
最
後
の
一
品
、
塩
分

多
量
の
僕
の
特
製
か
や
き
で
お
茶
を
濁

し
て
し
ま
い
ま
し
た
け
ど
…

　
道
の
駅
で
買
い
物
し
、
い
よ
い
よ
お

別
れ
。
最
後
ま
で
学
生
気
分
で
は
し
ゃ

ぎ
通
し
た
２
日
間
で
し
た
。

　
た
く
さ
ん
笑
顔
を
見
せ
て
く
れ
て
、

「
ま
た
来
た
い
！
」
と
い
っ
て
く
れ
た

彼
ら
に
は
、
ま
だ
ま
だ
紹
介
し
た
い
も

の
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
も
ぎ
た
て

の
イ
チ
ゴ
、
淡
い
光
の
蛍
、
僕
ら
の
い

る
八
木
沢
…
時
間
の
許
す
時
に
い
つ
か

ま
た
き
っ
と
来
て
ほ
し
い
、
そ
う
思
い

ま
す
。
今
回
は
忙
し
い
中
会
い
に
来
て

く
れ
て
、
そ
し
て
楽
し
い
時
間
を
共
に

過
ご
し
て
く
れ
て
本
当
に
あ
り
が
と
う
。

　
ま
た
、
今
回
僕
の
拙
い
ツ
ア
ー
計
画

に
ご
協
力
く
だ
さ
っ
た
皆
様
、
大
変
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。
村
の
エ
ス
コ
ー

ト
達
人
は
程
遠
い
で
す
が
、
来
て
い
た

だ
い
た
方
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ

う
、
鍛
錬
し
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
友
人
た
ち
が
帰
り
、
少
し
セ
ン
チ
メ

ン
タ
ル
な
気
分
の
水
原
が
お
届
け
し
ま

し
た
。
で
は
ま
た
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
日
誌
⑦ 

〜
水
原
編
〜
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◇禁止されているごみの焼却方法の例

　　①プラスチック製容器包装類の焼却（ダイオキシン等の有害物質が発生します）
　　②ドラム缶やヒューム管、ブロック囲いによるごみの焼却
　　③野焼きによるごみの焼却
　　④国の定める構造基準に合致しない焼却炉によるごみの焼却

　ごみの焼却は、知らず知らずのうちに、近隣の方々に大きな迷惑をかけてしまっています。

　ごみを焼却している人は、自分のところには煙が来な
いように風向きを考えて焼却するようですが、近所の方々
には多大な迷惑をかけていることを理解してください。
夜間、暗くなってから悪臭が漂うケースもあるようです。
　近所の人に苦情を言われたことがない、と思うかもし
れませんが、ほとんどの人は煙くても近所なので、我慢
しているだけです。

◇例外として焼却が認められているもの

　　①国または地方公共団体がその施設の管理を行うために必要なごみの焼却
　　②震災、風水害、火災、その他災害の予防、応急対策または復旧のために必要なごみの焼却
　　③宗教上の行事
　　④農業、林業を営むためにやむを得ないものとして行われる焼却
　　⑤たき火その他日常生活を営む上で、通常行われるごみの焼却であって軽微なもの

※例外として認められているごみの焼却や、構造基準に合致した焼却炉によるごみの焼却で

あっても、風向きや焼却量により近隣に迷惑をかける恐れがある場合は、焼却を中止・延

期するなどの配慮が必要になります。

　家庭や事業所等におけるごみの焼却は、一部の例外を除き「廃棄物の処理及び清掃の法律」
により禁止されており、村では広報やごみ収集カレンダー等で周知してきました。
　しかしながら、いまだにごみの焼却による煙、悪臭等の苦情があとをたちません。
　ごみは適正に処理されるよう、村民のご協力をお願いします。

今までの苦情の例　「煙が家の中に入ってきて息苦しい」

　　　　　　　　　 「煙や臭いがひどくて、夏なのに窓を開けられない」

　　　　　　　　　 「洗濯物にすすや匂いがついてしまう」等々

○問い合わせ先　住民福祉課 住民福祉班　☎　（７７）２２２１

ごみの焼却をやめましょう!
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平成２２年８月４日(水) ～８月２５日(水)

３．試験の方法
　　第１次試験　　教養試験

　　第２次試験　　口述試験、作文。外に健康診

　　　　　　　　　断書を提出していただきます。

　　　　　　　　　※第２次試験は第１次試験合

　　　　　　　　　　格者に対してのみ行います。

４．試験日及び場所
　⑴　第１次試験

　　　日時　平成22年９月19日（日）

　　　　　　　午前10時～正午

　　　場所　ノースアジア大学

　　　　　　　（秋田市下北手桜字守沢46-1）

　⑵　第２次試験

　　　第１次試験合格者に通知します。

５．合格者発表
　　第１次試験合格者発表　平成22年10月上旬

　　最終合格者発表　　　　平成22年11月上旬

　発表は、役場前掲示板に掲示するほか、合格

者に通知します。

６．合格から採用までの経路
⑴　最終合格者は任用候補者名簿に登載され、

そのうちから採用者が決定されます。

⑵　この名簿からの採用は、平成23年４月以

降の予定です。

７．給　　与
　初任給は原則として現行では、中級(保健師)

が188,900円、初級(一般行政)が140,100円です

が、学歴や学校卒業後の経験年数のある方には

それに応じて加算されます。このほか給与条例

の定めに従い扶養手当、通勤手当、期末手当、

勤勉手当、寒冷地手当等の諸手当が支給されま

す。

８．その他
⑴　この試験の第１次試験は「秋田県市町村職

員採用統一試験」として、秋田県町村会に委

嘱し実施します。

⑵　受講料は不要です。

※次の各号の一に該当する方は受験できません。
①日本の国籍を有しない方
②成年被後見人及び被保佐人（準禁治産者を含む）
③禁錮以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで又はその執行を受けることがなくなるまでの方
④本村職員として懲戒免職の処分を受け、その処分の日から２年を経過しない方
⑤日本国憲法又はその下に成立した政府を暴力で破壊することを主張する政党その他の団体を結成し、又はこれ

に加入した方

 ◎職員採用試験に関する問い合わせ
　 上小阿仁村総務課  総務班

　　電話：0186-77-2221　　FAX：0186-77-2227　　E-mail：soumu@vill.kamikoani.lg.jp

上小阿仁村職員（中級・初級）の採用試験を行います

試験区分 採用予定人員 職　務　内　容

中級　保 健 師 若干名 保健師の業務に従事します。

初級　一般行政 若干名 一般的な行政事務に従事します。

試験区分 区　分 要　　　　　　件

中　級
（保健師）

資格要件 保健師の資格を有する方。（平成23年３月31日までに、資格取得見込みの方）

年齢要件 昭和40年４月２日から平成３年４月１日までに生まれた方

住所要件 採用後上小阿仁村に居住し住所を定める方

初　級
（一般行政）

年齢要件 昭和40年４月２日から平成５年４月１日までに生まれた方

住所要件 採用後上小阿仁村に居住し住所を定める方

村では、次のとおり職員採用試験を行います。

１．試験区分及び採用予定人員

２．受 験 資 格

受
付
期
間

受験申込用紙は、７月２１日からお渡しできます。
  申込用紙の請求は、直接または電話、ファクス、
 （メールで役場総務課へ 　　　　　　　　　　 ）
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㈶
安
全
衛
生
技
術
試
験
協
会
で
は
、

次
の
日
程
で
秋
田
出
張
特
別
試
験
を
行
い

ま
す
。

【
試
験
内
容
】

　
○
一
級
ボ
イ
ラ
ー
技
士

　
○
二
級
ボ
イ
ラ
ー
技
士

　
○
ボ
イ
ラ
ー
整
備
士

　
○
潜
水
士

　
○
第
一
種
衛
生
管
理
者

　
○
第
二
種
衛
生
管
理
者

　
○
ク
レ
ー
ン
・
デ
リ
ッ
ク
運
転
士

　
　
　
　
　
　
　（
ク
レ
ー
ン
限
定
）

　
○
移
動
式
ク
レ
ー
ン
運
転
士

【
申
込
受
付
期
間
】

　
８
月
２
日（
月
）～
８
月
６
日（
金
）

　
但
し
郵
便
は
８
月
13
日
ま
で

【
試
験
日
】

　
10
月
３
日（
日)

【
会
　
場
】

　
秋
田
大
学（
秋
田
市
手
形
学
園
町
）

○
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
㈳
秋
田
県
労
働
基
準
協
会

　
　
☎
　
０
１
８
（
８
６
２
）
３
３
６
２

　
㈳
ボ
イ
ラ
・
ク
レ
ー
ン

　
　
　
　
　
　
安
全
協
会
秋
田
事
務
所

　
　
☎
　
０
１
８
（
８
３
２
）
３
５
４
２

　
福
祉
職
場
の
人
事
担
当
者
と
、
福
祉

職
場
を
希
望
す
る
方
々
と
の
直
接
面
談
の

場
で
す
。
職
員
採
用
予
定
の
あ
る
福
祉
施

設
や
事
業
所
が
参
加
し
ま
す
。

 

期
日
・
会
場
等

平
成
22
年
８
月
24
日（
火
）

　
13
時
30
分
開
会
、
16
時
30
分
閉
会

秋
田
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
４
階
　
飛
翔
の
間

　
秋
田
市
中
通
２
︲
６
︲
１

　
　
☎ 

０
１
８
（
８
３
２
）
１
１
１
１

 

対
　
象

社
会
福
祉
施
設
等
へ
の
就
職
希
望
者

（
現
在
求
職
中
の
方
及
び
来
春
卒
業
予

定
の
大
学
・
短
大
・
専
門
学
校
生
等
）

 

内
　
容

・
職
員
採
用
を
予
定
し
て
い
る
福
祉
施

設
等
の
人
事
担
当
者
と
の
個
人
面
談

・
福
祉
の
仕
事
や
資
格
に
係
る
各
種
相

談
コ
ー
ナ
ー
で
の
個
別
相
談

・
事
務
局
職
員
に
よ
る
就
職
相
談
な
ど

 

申
　
込

　
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
時

間
内
の
入
退
室
は
自
由

○
航
空
学
生
（
男
女
）

・
試
験
日
　
９
月
23
日（
木
）
祝
日

・
試
験
会
場
　
二
ツ
井
伝
承
ホ
ー
ル

・
対
象
者
　
高
卒（
見
込
含
む
）で
21
歳
未
満

○
一
般
曹
候
補
生
男
女

・
試
験
日
　
９
月
18
日（
土
）
午
前

・
試
験
会
場

　
大
館
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

・
対
象
者
　
18
才
以
上
27
歳
未
満

○
自
衛
官
候
補
生
（
男
女
）

・
試
験
日
　
男
子
９
月
18
日（
土
）
午
後

　
　
　
　
　
女
子
９
月
27
日（
月
）

・
試
験
会
場

　
男
子 

大
館
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

　
女
子 

陸
上
自
衛
隊
秋
田
駐
屯
地

・
対
象
者
　
18
才
以
上
27
歳
未
満

○
受
付
期
間

　
い
ず
れ
も
８
月
１
日（
水
）か
ら

　
　
　
　
　
９
月
10
日（
金
）ま
で

○
問
い
合
わ
せ
先

　
自
衛
隊
秋
田
地
方
協
力
本
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
館
出
張
所

　
　
☎
　
０
１
８
６
（
42
）
１
３
９
８

【
警
察
官
Ｂ
・
女
性
警
察
官
Ｂ
】

平
成
23
年
４
月
採
用
予
定

○
受
験
資
格

　
昭
和
55
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
５

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
（
大

学
卒
業
又
は
平
成
23
年
３
月
ま
で
大

学
卒
業
見
込
み
の
方
を
除
く
）

○
試
験
の
程
度
　
高
校
卒
業
程
度

○
受
付
期
間

　
　
７
月
23
日（
金
）～
８
月
16
日（
月
）

○
問
い
合
わ
せ
先

　
北
秋
田
警
察
署 

☎
（
62
）１
２
４
５

　
上
小
阿
仁
駐
在
所 

☎
（
77
）２
０
５
０

　
恩
給
や
年
金
・
弔
慰
金
の
受
給
、
生
活

上
の
問
題
に
つ
い
て
、
国
か
ら
委
嘱
さ
れ

た
相
談
員
が
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

【
北
秋
田
市
・
上
小
阿
仁
村
担
当
】

◆
戦
没
者
遺
族
相
談
員

　
高
　
橋
　
久
　
雄
さ
ん
（
北
秋
田
市
）

　
　
　
　
　
　
　
☎
（
78
）
３
２
９
１

◆
戦
傷
病
者
相
談
員

　
三
　
浦
　
長
四
郎
さ
ん
（
北
秋
田
市
）

　
　
　
　
　
　
　
☎
（
78
）
２
７
５
３

○
問
い
合
わ
せ
先

　
住
民
福
祉
課
　
住
民
福
祉
班

　
　
　
　
　
　
　
☎
（
77
）
２
２
２
１

  

労
働
安
全
衛
生
法

　

  

各
種
免
許
特
別
試
験

防
衛
省･

自
衛
官
等

　

採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

警
察
官
Ｂ
・
女
性
警
察
官
Ｂ
募
集

福
祉
の
就
職
総
合
フ
ェ
ア

 

戦
没
者
遺
族
相
談
員
・

　
　
　
　
戦
傷
病
者
相
談
員

in
秋
田
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村長交際費（平成22年６月分）

太平山御初穂　　　　 　　5,000円

上小阿仁村観光協会総会　 2,000円

香典　２件　　　　　　　20,000円

村長の動静
（平成22年６月）

３日㈭ ◇指名審査会

４日㈮ ◇入札会
　　　 ◇議員全員協議会
　　　 ◇大曲・鷹巣道路整備促進期

成同盟会総会（仙北市）

７日㈪ ◇課長会議

８日㈫ ◇議会運営委員会
　　　 ◇かみこあに観光物産㈱取締

役会

10日㈭ ◇国保運営協議会
　　　 ◇青少年育成村民会議

11日㈮ ◇入札会

13日㈰ ◇「ＧＡＴＥ」上映会

14日㈪ ◇子宝祝金贈呈

15日㈫ ◇入札会

16日㈬ ◇議会６月定例会　　　　　
１８日まで

18日㈮ ◇子宝祝金贈呈

21日㈪ ◇課長会議
　　　 ◇入札会
　　　 ◇大館能代空港ターミナルビ

ル㈱株主総会（北秋田市）

22日㈫ ◇課長会議
　　　 ◇指名審査会

23日㈬ ◇指名審査会
　　　 ◇宮城県利府町行政視察来庁

24日㈭ ◇納税組合長会議

25日㈮ ◇課長会議
　　　 ◇公共料金等暴力対策情報連

絡会
　　　 ◇村観光協会総会

27日㈰ ◇消防団小型ポンプ操法訓練
大会

　　　 ◇心の健康づくり落語会

28日㈪ ◇入札会

29日㈫ ◇米代川治水外２期成同盟会
合同総会（北秋田市）

30日㈬ ◇あきた企業活性化センター
（秋田市）

　　　 ◇あきた北央農協通常総代会
（北秋田市）

光ファイバ工事説明会開催日程表光ファイバ工事説明会開催日程表光ファイバ工事説明会開催日程表光ファイバ工事説明会開催日程表光ファイバ工事説明会開催日程表

期　　　日

平成22年７月15日

平成22年７月16日

平成22年７月18日

平成22年７月18日

平成22年７月18日

平成22年７月18日

平成22年７月18日

平成22年７月19日

平成22年７月19日

平成22年７月19日

平成22年７月19日

平成22年７月20日

平成22年７月21日

平成22年７月22日

平成22年７月23日

平成22年７月26日

平成22年７月27日

平成22年７月28日

平成22年７月29日

午前９時～10時

午前11時～12時

午後１時～２時

午後３時～４時

午後６時～７時

午前９時～10時

午前11時～12時

午後１時～２時

午後３時～４時

小沢田公民館

沖田面公民館

堂川公民館

大阿瀬公民館

長信田交流センター

羽立集会施設

開発センター集会室

上仏社担い手センター

下仏社多目的集会施設

杉花交流センター

五反沢児童館

中五反沢公民館

上五反沢公民館

大海公民館

大林公民館

小田瀬保健福祉館

八木沢公民館

午後６時30分～
　　午後７時30分

午後６時30分～
　　午後７時30分

午後６時30分～
　　午後７時30分

午後６時30分～
　　午後７時30分

午後６時30分～
　　午後７時30分

午後６時30分～
　　午後７時30分

午後６時30分～
　　午後７時30分

午後６時30分～
　　午後７時30分

午後６時30分～
　　午後７時30分

南沢公民館
（南沢・不動羅・中茂）

午後６時～
　　　午後７時

(木)

(金)

(日)

(日)

(日)

(日)

(日)

(月)

(月)

(月)

(月)

(火)

(水)

(木)

(金)

(月)

(火)

(水)

(木)

開催時刻 会　　場

　役場では、今年度整備される、光ファイバ事業の各

地区の工事説明会を以下の日程で開催しますので、ご

参加くださるようお願いいたします。

○問い合わせ先　総務課 企画班  ☎７７－２２２１

い樹い樹交流センター
　　　　　(福舘)



（平成22年７月10日から平成22年８月９日まで）

村民カレンダー

印
刷
／
㈱
成
文
社

古紙配合率100％再生紙を使用しています 

善 意 
社会福祉協議会へ、温かい善意が寄せられました。 

香典返し

髙　田　　　恒 さん　　　沖 田 面
北　林　國　治 さん　　　沖 田 面
山　田　和　雄 さん　　　沖 田 面

ありがとうございました 

村の人口・世帯 
平成22年６月末現在

●世帯数  1,243世帯 （－ 1）

●人 口  2,882人  （－ 3）

●　男   1,369人  （－ 2）

●　女   1,513人  （－ 1）

●転 入　　　  2人    （＋ 1）

●転 出　　　  1人    （－ 1）

（前月比）

6月 慶弔だより 

＊おくやみ申し上げます＊

北　林　キ　ヱ さん（75）　杉 風 荘
山　田　佐一郎 さん（98）　沖 田 面
小　林　修　治 さん（84）　下五反沢
成　田　カ　ン さん（94）　杉 風 荘
鈴　木　ミ　ヨ さん（82）　大　　林
田　中　小四郎 さん（88）　杉 風 荘

＊お誕生おめでとう＊

武　石　倖　歩 ちゃん（女） 羽 　 立
　  （保護者：光芸さん・麻利子さん）

萩　野　蒼　汰 ちゃん（男） 堂 　 川
　  （保護者：正大さん・江利子さん）

ふ る さ と 納 税
紹 介 コ ー ナ ー

　6月30日まで納付のあった、ふるさと
納税「い樹い樹かみこあに応援基金」
への寄附は７件でした。
　　髙田　一德さん（神奈川県横浜市）
　　古性　重則さん（東京都足立区）
　　古性美恵子さん（東京都足立区）
　　村田　勝郎さん（秋田市）
　　匿　　名　　　３件
　　計　７件　510,000円
　ありがとうございました。
　累計　11件　595,000円
応援基金へのご寄付をお待ちしてお
ります。

７
月
は

　「
青
少
年
の
非
行
問
題
に
取
り
組
む
全
国
強
調
月
間
」
で
す

ゆき ほ

そう た
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月 日 曜日 内　　　容
７ 10 土

11 日 第22回参議院議員通常選挙

12 月

13 火 胃検診（5:30～/羽立集会施設）
火ようクラブ（10:30～/保健センター）

14 水
転倒予防教室（9:30～/若者センター）
福舘健診結果説明（10:00～/い樹い樹交流センター）
小田瀬健診結果説明（13:30～/小田瀬保健福祉館）
八木沢健診結果説明（13:30～/八木沢公民館）

15 木
胃検診（5:30～/五反沢児童館）
未入園児交流会（10:00～/保健センター）
南沢健診結果説明（13:30～/南沢公民館）
大林健診結果説明（13:30～/大林公民館）

16 金
胃検診（5:30～/上仏社担い手センター）
長信田健診結果説明（10:00～/長信田交流センター）
転倒予防教室（9:30～/若者センター）

17 土

18 日

19 月 海の日

20 火

胃検診（5:30～/保健センター）
介護予防教室（9:30／若者センター）
介護予防教室（13:30～／保健センター）
下五反沢健診結果説明（10:00～/五反沢児童館）
上五反沢健診結果説明（13:30～/上五反沢公民館）
下仏社健診結果説明（13:30～/下仏社多目的集会施設）
中五反沢健診結果説明（14:30～/中五反沢公民館）

21 水

大海健診結果説明（10:00～/大海公民館）
羽立健診結果説明（10:00～/羽立集会施設）
大阿瀬健診結果説明（13:30～/大阿瀬公民館）
堂川健診結果説明（13:30～/堂川公民館）
転倒予防教室（9:30～/若者センター）

22 木

胃検診（5:30～/保健センター）
上仏社健診結果説明（10:00～/上仏社担い手センター）
杉花健診結果説明（10:00～/杉花交流センター）
小沢田健診結果説明（13:30～/小沢田公民館）
上小阿仁小・中学校　終業式

23 金
胃検診（5:30～/大林公民館）
沖田面健診結果説明（13:30～/沖田面公民館）
転倒予防教室（9：30～/若者センター）
歩こう会（10:00～/地域センター）

24 土

25 日 第12回上小阿仁村芸能まつり（13:00～/学習センター）

26 月

27 火 胃検診（沖田面5:30～/沖田面公民館）
火ようクラブ（10:30～/学習センター）

28 水 水無健診結果説明（10:00～/水無公民館）
転倒予防教室（9:30～/若者センター）

29 木 胃検診（5:30～/沖田面公民館）

30 金 胃検診（5:30～/沖田面公民館）
転倒予防教室（9:30～/若者センター）

31 土 スポーツ少年団交流野球大会・500歳野球交流大会
（9:00～/村民グラウンド）

８ 1 日

2 月 胃検診（5:30～/小田瀬保健福祉館）

3 火 介護予防教室（9:30/若者センター）
介護予防教室（13:30～/保健センター）

4 水 転倒予防教室（9:30～/若者センター）

5 木
中学3年生あかちゃんふれあい体験学習会

（10:00～/学習センター）
乳幼児健診（12:30～受付/学習センター）

6 金 転倒予防教室（9:30～/若者センター）

7 土

8 日 スポーツ少年団交流ミニバスケットボール大会
（8:30～/トレーニングセンター）

9 月


